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平
成
22
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月

２
日
か
ら
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
２
日
に
は
、
ま
ず
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平

成
21
年
度
決
算
関
係
の
議
案
４
件
が

い
ず
れ
も
、
原
案
の
と
お
り
認
定
及

び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
市
長

か
ら
「
米
子
市
特
別
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議

案
30
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
は
、

22
人
の
議
員
に
よ
る
市
政
一
般
に
対

す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
か
ら
17
日
ま
で
及
び
21
日
の

６
日
間
は
、
議
案
及
び
陳
情
の
審
査

等
の
た
め
、
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
終
日
の
24
日
に
は
、
ま
ず
、
各

委
員
会
の
委
員
長
か
ら
議
案
及
び
陳

情
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
陳
情
第
22
号
は
、
委
員
長
報
告

で
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
の
報
告
で

し
た
が
、
不
採
択
と
決
し
、
陳
情
第

24
号
は
、
委
員
長
報
告
で
は
採
択
し

な
い
も
の
と
の
報
告
で
し
た
が
、
採

択
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
第

７
号
及
び
第
18
号
は
、
委
員
長
か
ら

継
続
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
、
継
続
審
査
の
申

し
出
は
い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
、
改
め

て
委
員
会
で
審
査
し
た
後
、
採
決
し

た
結
果
、
い
ず
れ
も
採
択
と
決
し
ま

し
た
。
そ
の
他
の
議
案
及
び
陳
情
に

つ
い
て
は
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り

決
し
ま
し
た
。次
に
、市
長
か
ら「
人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
」
の
諮
問
に
つ
い
て
提
案
理
由
の

説
明
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
議
員
発
議
に

よ
り
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・

治
療
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
」
な
ど
の
議
案
６
件
が

提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
審
議
さ
れ
た
案
件
は
、

別
表
の
と
お
り
53
件
で
、
審
議
結
果
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に
つ
い
て
は
、
18
～
20
㌻
の
一
覧
表

の
と
お
り
で
す
。

区 分 件 数

議 案 ４０

諮 問 １

陳 情 １２

合 計 ５３

別 表
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平
成
22
年
11
月
臨
時
会
は
、
11
月

19
日
に
招
集
さ
れ
、
ま
ず
、
市
長
か

ら
「
米
子
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の

議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
委
員
会
審

査
の
後
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
市
長
か

ら
「
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽ 意 見 書 ▽ 12月定例会で可決された意見書は、次の6件です。

脳脊髄液減少症の診断・治療の確立を求める意見書

　脳脊髄液減少症は、交通事故やスポーツ外傷等の身体への強い衝撃が原因で、脳脊髄液が漏れ、減少することに
よって引き起こされ、頭痛、目まい、耳鳴り、けん怠感等、多種多様な症状が複合的にあらわれるという特徴を持って
いる。
　今年４月、厚生労働省より、本症とわかる前の検査費用は保険適用との事務連絡が出された。これは、本来、検査
費用は保険適用であるはずのものが、地域によって対応が異なっていたため、それを是正するために出されたもので
ある。これは、患者にとり朗報であった。しかし、本症の治療に有効であるブラッドパッチ療法については、いまだ保
険適用されず、高額な医療費負担に、患者及びその家族は、依然として厳しい環境に置かれている。
　平成19年度から開始された「脳脊髄液減少症の診断・治療の確立に関する研究」事業（当初３年間）は、症例数に
おいて中間目標100症例達成のため、今年度も事業を継続して行い、本年８月についに、中間目標数を達成した。今後
は、収集した症例から基礎データをまとめ、診断基準を示すための作業を速やかに行い、本年度中に診断基準を定め
るべきである。そして、来年度には、診療指針（ガイドライン）の策定及びブラッドパッチ療法の治療法としての確立を
図り、早期に保険適用とすべきである。また、本症の治療に用いられるブラッドパッチ療法を、学校災害共済、労災、自
賠責保険等の対象とすべきである。
　よって、国会、政府におかれては、脳脊髄液減少症の診断及び治療の確立を早期に実現するため、以下の項目に取
り組まれるよう強く求める。

記
１　「脳脊髄液減少症の診断・治療の確立に関する研究」事業においては、症例数において中間目標（１００症例）

が達成されたため、本年度中に脳脊髄液減少症の診断基準を定めること。
２　「脳脊髄液減少症の診断・治療の確立に関する研究」事業においては、来年度（平成２３年度）に、ブラッドパッ

チ療法を含めた診療指針（ガイドライン）を策定し、ブラッドパッチ療法（自家血硬膜外注入）を脳脊髄液減少症の
治療法として確立し、早期に保険適用とすること。

３　脳脊髄液減少症の治療（ブラッドパッチ療法等）を、災害共済給付制度、労働者災害補償保険、自動車損害賠償
責任保険の対象に、速やかに加えること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成22年12月24日
米　子　市　議　会　　

　衆議院議長　参議院議長　様
　内閣総理大臣　厚生労働大臣　様
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交通基本法制定を求める意見書

　我が国では、かつて運輸省と建設省が並立していたほか、国土交通省に統合された後も局ごとの縦割り行政であっ
たため、交通政策全般の指針を示す基本法が制定されていない。
　また、交通基本法が欠落しているために、厳しい財政状況のもとでは、交通体系を全体として経済効率的にするよ
うな交通機関間の連携を追求する交通政策も策定されていない。そのために、自治体の公共交通維持に関する補助
金負担は年々増加し、交通路線の維持が厳しい状況にある。
　さらに、我が国は高齢者比率が高く、中山間地を中心に過疎化の進行に伴い、交通空白・不便地域が拡大し、通
院・買い物等の日常生活に支障を来している。今後、生活交通の維持・確保は一段と困難性が増し、高齢者及び交通
弱者は生まれ育った地では生活すらできなくなる状況が見受けられる。
　また、社会的課題である環境負荷を低減することなどの社会的要請を満たすための交通政策が必要であるにもか
かわらず、その基本方針が現在まで提示されていない。
　したがって、交通機関間を有機的に結びつけ、経済・社会効率的で持続可能な交通体系を構築していくために、我
が国においても交通基本法を早期に制定すべきと考える。
　我が国に適した交通権を確立し、その概念に関する社会的認知の向上を図り、公共交通に対する行政、事業者、国
民の役割分担や義務・権利関係を明確にしていくことが求められ、その結果として、持続可能な総合交通体系を確立
すべきであると考える。
　よって、政府におかれては、下記の事項を早期に実施されるよう、強く要望する。

記
１　国民の移動する権利である交通権の概念に関する国民的合意を図るよう取り組まれること。
２　交通権を保障し、そして交通政策の指針づくりを通じて総合交通体系を確立するために、交通基本法を早期に
　制定すること。
３　交通基本法に基づいて、現行の交通体系を総合的に見直し、再編するよう取り組むこと。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成22年12月24日
米　子　市　議　会　　

　内閣総理大臣　財務大臣　国土交通大臣　様

住民の安心･安全を支える行政サービスの拡充を求める意見書

　雇用問題を初め、医療・年金・貧困などさまざまな社会不安が増大している今、国・地方行政の役割が重要となって
おり、国民・住民の安心・安全を守るために、行政サービスを拡充することが求められている。
　現在進められようとしている地域主権改革では、国の出先機関を原則廃止することとしており、そうなれば、これま
で国が行っていた行政サービスを地方自治体が行うこととなる。
　あわせて行われようとしているひもつき補助金の一括交付金化では、「地域住民がみずからの判断と責任におい
て、地域の諸課題に取り組む」と説明されているが、そもそもひもつき補助金の８割近くを社会保障費・義務教育費が
占めており、地方の実情に応じて使える財源は低くなっている。
　国としても、直面している財政難を考えれば、出先機関の運営経費を同額のまま地方へ交付することや、ひもつき補
助金の総額を減額せず一括交付金化することには、相当な困難が伴うと想像される。
　地方自治体の行うべき行政サービスはふえるものの、それに見合う財源措置がなされなければ、地域住民が享受で
きる行政サービスは低下することとなる。
　地域で暮らす住民が、安心し安全な生活を送れることは、地域活性化の基本であり、ひいては国全体の活性化にも
つながるものである。
　医療、福祉、教育や雇用を初め、防災、治水、財産保全など、ナショナルミニマムについては、これまでどおり国が責
任を持つことが必要である。
　よって、国会、政府におかれては、下記の事項を実現されるよう要望する。

記
１　地域主権改革により、地域住民への行政サービスの低下を招くことのないようにすること。
２　国の出先機関改革に当たっては、財源及び権限移譲を伴わない廃止、地方移管を前提としないこと。
３　住民の安心・安全を支える行政の拡充を図るため必要な人員を確保すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成22年12月24日
米　子　市　議　会　　

　衆議院議長　参議院議長　様
　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　様
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島根原子力発電所の早急な耐震補強対策を求める意見書

　2007年７月に新潟県を中心に甚大な被害を出した中越沖地震での、東京電力柏崎刈羽原子力発電所の事故におい
ては、火災により黒煙を上げる３号機の映像が、原発震災の象徴としてテレビ中継され、日本を震かんさせた。これだ
けの巨大原発に対して、活断層地震の過小評価、耐震基準の甘さ、原発火災に対する対応の不備があったことがはっ
きりと露呈され、地震大国である日本が原発事故の危険と常に隣り合わせであることを強烈に印象づけた。
　しかし、これだけの惨事にもかかわらず、我々の記憶の中では、もはや過去のものとなりつつあるのではないか。目
まぐるしく変化する世の中にあって、我々の記憶の風化は驚くほどの速さで進行していくようである。
　柏崎刈羽原発に起きた悪夢は、ここ鳥取県に暮らす私たちにとって、決して記憶から失ってはいけない出来事であ
る。島根県松江市鹿島町にある中国電力島根原子力発電所で事故が発生すれば、その東側に位置する鳥取県に甚大
な被害が及ぶことは明らかであり、その惨劇が明日起こるとも知れないのである。
　島根原発の耐震安全性については、かねてから原発の２キロメートル南を東西に走る宍道断層の存在が問題となっ
ていた。中国電力は1981年の２号機増設当初は活断層はないとしていた。しかしながら、３号機増設に伴う1998年の
調査で８キロメートルの活断層の存在を認め、2004年には10キロメートルに修正、さらに、2006年に広島工業大学の
研究チームが新たな活断層を指摘したことを受け、2008年３月、国に提出した新耐震指針に基づく耐震性再評価の
中間報告では22キロメートルと３度目の見直しをした。この見直しにより、従来、マグニチュード6.5以上の地震は起こら
ないとしていた地震の規模の想定値はマグニチュード7.1（放出エネルギーで30倍超）となり、揺れの大きさを表す基
準地震動の値も、従来の最大２倍に引き上げられた。
　ことし６月になり、原子力安全委員会の指摘を受け、ようやく島根原発周辺の断層再調査の実施に踏み切った中国
電力だが、あくまでも念のための調査であり、現時点で原発の安全性に問題はなく、耐震補強工事の必要はないとの
主張は変わっていない。大惨事が起きてから必要性を認識しても手おくれである。事実、新潟県中越沖地震では、柏
崎刈羽原発で、想定の2.5倍の地震動が観測された。
　このような中、ことしになって、島根原子力発電所１、２号機の点検漏れが報告された。第一の問題は、123カ所の点
検漏れについての報告が、１月１６日の問題発覚後、約２カ月半後も後のことであったことである。加えて、そのわずか
１カ月後には、最初の報告の３倍超の383カ所の不備が新たに見つかり、点検漏れは合計506カ所にも上っている。こ
れを受けて、経済産業省の立入検査が実施されたが、中国電力の安全確保・保守管理のずさんさに対する地域住民
の不安と憤りはピークに達している。
　そもそも日本は、３つのプレートが陸の上で直接ぶつかり合う地球上で唯一の場所であり、このような場所で、現在
の観測データのみから活断層や地震の発生の有無を問うこと自体が無意味である。マグニチュード７クラスの地震が
起きれば、断層運動により原発を支えている岩盤そのものが破壊する可能性がある。原子炉そのものが破損・崩壊す
るような地震のもとでは自動停止装置などの耐震装置は全く無力であり、建造物の耐震基準そのものが意味を持たな
い。
　また、核反応はばく大なエネルギーを得られる反面、その反応の激しさも異次元である。核反応が一たび暴走すれ
ば、人間の技術をもって制御することは不可能である。そして、その恐ろしい破壊力を世界で初めて証明したのは、65
年前に投下された２発の原子力爆弾であり、我々はその余りにも大きな代償を決して忘れてはいけない。
　現在のところ、山陰地方を中心に未ぞうの大惨事が今すぐ起きてもおかしくない状況である。そして、島根原発のみ
ならず、日本各地の原子力発電所が同じような事態にさらされていることは容易に想像できる。世界一の地震国日本に
おいて、電力の安定供給の切り札として原子力発電を推し進めるエネルギー基本計画には疑問を感じざるを得ない。
　原発事故は、一たび起きてしまえば拡散する放射能物質により、広範囲に想像を絶する大惨事を招くことになる。単
純な確率論的なリスク評価は全く意味を持たない。
　私たちは、島根原発の地震に対する安全性をもう一度問い直し、調査・分析する必要があると考える。中国電力に
おいては、近隣住民はもとより、日本全国民に対して、その安全対策のみならず、危険性を包み隠さず説明し、早急に
耐震補強等の対応策を講ずることが何よりの急務であると考える。
　また、日本が世界一の地震国であるという避けがたい事実を十分踏まえて、原子力発電を基幹とする国のエネル
ギー政策そのものの転換が必要であると考える。
　よって、政府におかれては、下記の項目を行うよう強く要求する。

記
　鳥取県を含めた地域住民の安全確保のために、島根原発の安全性確保のための詳細な調査を行い、地域住民へ
の調査結果の公開並びに安全対策についての説明を行うとともに、早急な耐震補強対策を求めること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成22年12月24日
米　子　市　議　会　　

　経済産業大臣　様
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住民の安全・安心な暮らしを支える交通運輸行政の充実を求める意見書

　現代社会における住民の暮らしにとって、交通と運輸が果たしている役割は極めて重大であり、衣食住に並ぶほど
の社会生活の基本要素と言える。したがって、安全・安心に移動することは国民の基本的人権の一つであり、その交
通・運輸が安全・安心に営まれるように指導・監督するのが行政の役割である。
　６月22日、政府は地域主権戦略大綱を閣議決定し、国の出先機関について、原則廃止の方針を打ち出し、地方運輸
局もその対象としている。
　地方運輸局は、ご存知のとおり国土交通省の出先機関として、地方ブロックごとに設置されており、その出先として
各県ごとの地方運輸局と行政需要の顕著な場所に自動車検査登録事務所や海事事務所が設置され、地方における
交通・運輸にかかわる行政を行っている。
　行政をどこが担うかを考えるとき、住民の安全・安心な暮らしにとってふさわしいのはどこなのかが重要な視点とな
る。大綱が示すように、住民にとって地方自治体が最も近い行政組織であることは当然だが、自治体の区域を越えて
移動する自動車、鉄道、船舶などを対象とする行政にあっては、自治体よりも国の方が効率的、効果的に担えるものと
考える。
　そもそも、交通運輸行政は地方では担っていないことから国との二重行政とはなっておらず、国土交通省が唯一の
交通運輸行政組織であり、住民の基本的人権たる移動する権利を国の責任で保障するためには、中央の国土交通省
と出先機関である地方運輸局が一体となって行政を実施することはもちろん、住民の安全・安心な交通と運輸を確保
するためには地方運輸局の充実こそ必要と言える。
　よって、国会、政府におかれては、下記の事項を実現されるよう要望する。

記
１　住民の安全・安心な交通運輸を支える行政は、国が責任を持って直接実施すること。
２　住民のための交通運輸行政を確立するために、国の出先機関である地方運輸局を充実すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成22年12月24日
米　子　市　議　会　　

　衆議院議長　参議院議長　様
　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　様

２０１１年度国家予算に関する意見書

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤づくりにとって極めて重要なことである。現在の社会経済
不安の中で、貧困と格差は、世代間に引き継がれている状況があり、経済的な理由から高校生の中途退学者もふえて
いる。日本の子どもに関する公的支出は先進国最低レベルとなっており、諸外国並みに、家計基盤の弱い家庭への子
どもに係る給付拡充などの施策の実施が必要である。また、家庭の所得の違いによって、子どもたちの教育や進路に
影響が出ないための、就学援助・奨学金制度の抜本的拡充など、公教育の基盤充実が不可欠である。
　しかしながら、義務教育費国庫負担金の負担割合が２分の１から３分の１に縮小されたことや地方交付税削減の
影響、厳しい地方財政の状況などから、自治体において教育予算の確保が困難となっており、少人数教育の推進、学
校施設、旅費・教材費、就学援助・奨学金制度など広がる教育条件の自治体間格差の是正が急務である。
　また、「子どもと向き合う時間の確保」のための施策と、文部科学省による「勤務実態調査」であらわれた極めて厳
しい教職員の勤務実態の改善が喫緊課題となっている。
　自治体の財政力や保護者の所得の違いによって子どもたちが受ける「教育水準」に格差があってはならない。
　教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実させる必要がある。
　よって、政府におかれては、下記の事項の実現に取り組まれるよう強く要望する。

記
１　「子どもと向き合う時間の確保」を図り、きめの細かい教育の実現のために、高校を含めた教職員定数改善計画

を策定、実施すること。
２　教育の自治体間格差を生じさせないために、義務教育費国庫負担制度について、国負担率を２分の１に復元する

ことを含め制度を堅持すること。 
３　家庭の所得の違いによって子どもたちの教育や進路に影響が出ないよう、就学援助制度を拡充すること。また、

そのための国の予算措置を行うこと。あわせて、奨学金制度について、「貸与」から「給付」方式に改善すること。
４　学校施設整備費、教材費、図書費、旅費、学校・通学路の安全対策など、教育予算の充実のため、地方交付税を

含む国の予算を拡充すること。
５　０６年に実施した文部科学省の勤務実態調査の結果を施策に反映し、実効ある超勤縮減対策を行うこと。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成22年12月24日
米　子　市　議　会　　

　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　文部科学大臣　様
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決算審査特別委員会指摘・要望事項

１　税財政について
　市税については、毎年滞納対策の重要性が再認識されているが、近年、市税等の調定額そのものの減少傾向が
顕著にあらわれている。これは世界的な規模で起きている厳しい経済状況に起因しており、国内全体での経済悪
化によるところはあるものの、本市の経済対策は最重要な課題として取り組むべきものである。限られた財政であ
るため、より一層、経済波及効果に配慮した効果的な事業予算の執行に努められたい。
　また、経常収支比率については、平成２１年度９５．２％であり、近年上昇傾向で推移している。このことは、財政
の硬直化を意味していることから、義務的経費の考え方及び米子市として設定する数値の上限を明らかにされた
い。

２　外郭団体（土地開発公社）の普通財産評価に対する対応について
　土地開発公社保有資産のうち、売却済みで残地面積が０㎡であるのにもかかわらず期末残高、利息ともに年々逓
増している事例がある。これは正常な状態とはいえず、別法人といえども市が負担する債務を抑えている以上責任
がないとはいえない。このような不良資産の早期解決への実務を進めるべく土地開発公社を指導されたい。

３　メンタル疾患予防について
　民間等においても健康と安全が第一義となっており、安全衛生委員会等の定期開催などさらなるメンタル疾患対
策の強化を図られたい。
　また、民間の優良事業所の取り組みを学び、優良施策については積極的に導入を図り、とりわけメンタルヘルス研
修やストレスチェックの定期的な自己診断など、予防を重視した対策を進められたい。

４　市税等滞納者への対応について
　市税等の滞納額については、前年度と比較し縮減傾向にあるが、依然として多額であり、収納率向上が急務と
なっている。また、口座振替加入率は２７．０５％と低調であることから、口座振替加入率の向上や口座再振替を実
施するとともに、電話催告・訪問催告・相談をきめ細かく行うなど初期対応の一層の充実を図られたい。
　また、さらに効率的な徴収を行う観点から、税・料をあわせた滞納整理システムの構築を検討されたい。
　また、市税滞納による差し押さえ処分を行う場合は、生活実態を精査する等慎重に対応されたい。

５　企業誘致の取り組みについて
　企業誘致合戦と言われる中での本市の取り組みは評価する。しかし、本市が負担する雇用促進補助金について
は、各企業に従事する者の補助金の算出根拠が不明確であるので、県内の平均賃金を考慮し、経験や技術等能力
差を加味の上、雇用計画の策定基準の策定等を検討されたい。
　また、誘致企業の事前調査・審査の強化策等を講じられたい。

６　小中学校の施設整備について
　次世代を担う子どもたちの教育環境については、財政的に厳しい状況の中でも優先的に整備を行う必要があ
る。小中学校からの切実な施設改善要望に対し、その支出額は２０％にとどまっており、危険箇所、使用禁止箇所
などが放置されている状況も散見されることから、早急な対応を行い教育環境の整備に努められたい。

７　教育体制について
　小中学校児童生徒のいじめや不登校の問題への対応が強く求められている。いじめの認知については、児童生
徒からの情報や個々の状況変化等、注意深く把握に努め、初期段階から速やかに適正な対応に当たる必要があ
り、また、長期化させないためには、学校のみならず、各関係機関との連携を図りながら丁寧に解決に当たる必要が
ある。教育委員会においては、従前から対応策とそのノウハウの蓄積に努めているが、各学校現場での対応体制に
ついては十分なものとなってはいない。いじめ・不登校に至る原因には個 さ々まざまなケースがあるが、「授業につ
いていけない」、「授業に戻れない」といった状況から、いじめ・不登校へとつながるケースが多いことや、軽度発達
障がい等、近年において注視されている課題等から見て、学力と社会性を教育する立場から、まず、その本来目的に
沿った観点からの体制強化が必要と考える。
　よって、各学校における人員体制の強化や通級教室の充実に努めるとともに、小学校と中学校との連携や各関係
機関との連携について、さらなる体制整備に努められたい。
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に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

■
市
長　

⑴
利
用
状
況
、
文
化
財
的

価
値
、
耐
震
補
強
方
法
の
精
査
を
含

む
改
修
費
用
と
そ
の
財
源
、
行
政
需

要
全
体
に
お
け
る
費
用
対
効
果
、
都

市
機
能
に
お
け
る
役
割
な
ど
に
つ
い

て
総
合
的
に
判
断
し
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
も
参
考
に
し
て
結
論
を
出
し
た
。

　

⑵
竹
島
は
、
歴
史
的
事
象
と
照
ら

し
て
も
、
ま
た
国
際
法
上
も
明
ら
か

に
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
領
土
問
題
に
つ
い
て

は
、
国
と
国
と
の
間
で
解
決
し
て
い

く
べ
き
問
題
で
あ
り
、
日
本
政
府
が

責
任
を
持
っ
て
問
題
解
決
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
、
友
好
的
に
解
決
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

⑶
大
山
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
協
議
会
や

大
山
山
麓
観
光
推
進
協
議
会
、
大
山
・

中
海
・
隠
岐
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
、
山
陰
中
央
リ
ゾ
ー
ト
協
議
会
な

ど
で
官
民
一
体
と
な
っ
た
広
域
連
携

を
推
進
し
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
な

る
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

⑷
平
成
25
年
度
に
さ
く
ら
保
育
園
、

平
成
26
年
度
に
夜
見
保
育
園
、
平
成

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

竹た
け
う
ち内

英え
い
じ二

議
員（
蒼そ
う
せ
い
か
い

生
会
）

岩い
わ
さ
き
や
す
ろ
う

﨑
康
朗
議
員（
蒼そ
う
せ
い
か
い

生
会
）
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27
年
度
に
大
和
保
育
園
を
民
間
移
管

す
る
計
画
案
を
示
し
た
。
民
営
化
し

た
保
育
所
で
は
、
開
設
時
間
を
午
前

７
時
か
ら
午
後
７
時
、
土
曜
日
も
平

日
同
様
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
と

す
る
ほ
か
、
乳
児
保
育
や
休
日
保
育
、

一
時
預
か
り
な
ど
の
特
別
保
育
も
移

管
先
の
法
人
と
協
議
す
る
こ
と
に
よ

り
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　

⑴
国
民
健
康
保
険
証
の
個

人
カ
ー
ド
へ
の
移
行
時
期
は
各
自
治

体
に
よ
っ
て
異
な
り
、
既
に
先
進
的

な
自
治
体
で
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
り

カ
ル
テ
・
診
察
費
等
の
医
療
情
報
の

デ
ー
タ
化
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
平
成
1�
年
に
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
関
係
機
関
と
の
連
携

や
先
例
市
の
状
況
を
調
査
・
研
究
す

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
実
施
に
つ

い
て
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

　

⑵
平
成
��
年
７
月
に
改
正
臓
器
移

植
法
が
施
行
さ
れ
、
保
険
証
の
裏
面

に
意
思
表
示
欄
を
設
け
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
考

え
か
。

■
市
長　

⑴
現
在
、
世
帯
単
位
で
交

付
し
て
い
る
が
、
１
人
１
枚
の
カ
ー

ド
様
式
に
し
、
あ
わ
せ
て
70
歳
以
上

に
交
付
し
て
い
る
高
齢
者
受
給
者
証

と
一
体
化
す
る
な
ど
、
被
保
険
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
、
国
保
へ
の
統
一
が
検
討
さ
れ

て
い
る
75
歳
以
上
の
方
へ
の
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
実
施
を
検
討

し
て
い
る
。

　

⑵
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
に

つ
い
て
、
平
成
23
年
度
の
被
保
険
者

証
は
引
き
続
き
従
来
の
世
帯
単
位
で

考
え
て
お
り
、
別
建
て
で
は
交
付
し

な
い
。
今
後
、
被
保
険
者
の
カ
ー
ド

化
に
あ
わ
せ
、
臓
器
提
供
意
思
表
示

欄
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

■
議
員　

細
菌
性
髄
膜
炎
の
原
因
菌

は
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
で
８
割
を
消
滅
で
き
、
子
宮

頸
が
ん
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
診
に

よ
っ
て
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
国
は
こ
の
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
化
を
今
年
度
補
正
予
算

に
盛
り
込
み
、
県
は
、
国
の
補
正
予

算
成
立
を
受
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本

市
も
事
業
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　

予
算
化
の
概
要
は
、
県
に

設
置
す
る
基
金
と
市
と
で
費
用
を
折

半
し
、
無
料
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、

所
得
制
限
の
設
定
等
、
現
時
点
で
不

明
な
部
分
も
あ
る
。
今
月
行
わ
れ
る

県
の
事
業
説
明
や
他
市
の
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
方
針
の
決
定
を
し
た
い
。

■
議
員　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
幼
児
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
・
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者
、
対
象

人
数
、
接
種
回
数
に
つ
い
て
伺
う
。

■
福
祉
保
健
部
長　

子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
は
、
13
～
16
歳
相
当
の
女
子

約
２
８
０
０
人
、
３
回
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
は
、
０
歳

児
約
１
４
０
０
人
、
４
回
、
１
歳
児

約
１
４
０
０
人
、
１
回
、
２
～
４
歳

児
約
４
２
０
０
人
、
１
回
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
０
歳
児
約

１
４
０
０
人
、
４
回
、
１
歳
児
約
１

４
０
０
人
、
２
回
、
２
～
４
歳
児
約

４
２
０
０
人
、
１
回
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
公
会
堂
の
存
続
に
つ
い
て

■
議
員　

県
は
、
ま
ん
が
王
国
と
っ

と
り
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
地

域
に
新
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
を
創
造
し
、

地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

ア
ニ
メ
系
カ
ル
チ
ャ
ー
を
活
用
し
た

「
と
っ
と
り
ア
ニ
カ
ル
ま
つ
り
」
を

平
成
�3
年
２
月
に
本
市
で
開
催
す
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
本
市
の
支

援
策
及
び
本
市
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
情
報

発
信
戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　

と
っ
と
り
ア
ニ
カ
ル
ま
つ

り
は
、
世
界
中
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
へ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
情
報
発
信
に
取
り
組

む
契
機
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
平

成
24
年
度
に
開
催
さ
れ
る
国
際
マ
ン

ガ
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
漫
画
家
た
ち

の
国
際
交
流
会
議
の
本
市
へ
の
誘
致

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ア
ニ
メ
や
漫

画
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
に
よ
り
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
本
市
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

県
は
こ
の
事
業
に
対
し
、

約
５
０
０
万
円
の
予
算
を
組
ん
で
い

る
。
本
市
と
し
て
も
何
ら
か
の
予
算

措
置
を
講
じ
な
が
ら
支
援
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

■
経
済
部
長　

予
算
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

現
時
点
で
は
、
実
行
委
員
会
に
お
い

て
の
企
画
・
運
営
体
制
の
助
言
・
指

導
や
市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
掲
載
な
ど
の
広
報
面

で
の
支
援
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
協
力

な
ど
の
支
援
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

■
議
員　

⑴
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
の
Ｊ

リ
ー
グ
昇
格
が
決
ま
っ
た
が
、
圏
域

が
元
気
に
な
る
た
め
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
米
子
市
と
し
て
ク
ラ
ブ
を
支
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本

市
の
今
後
の
ス
タ
ン
ス
を
伺
う
。

　

⑵
平
成
�3
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場
の

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
ト
ラ
ッ

ク
の
維
持
改
修
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
ま

た
防
災
施
設
の
機
能
強
化
の
観
点
か

ら
も
十
分
な
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

改
修
計
画
の
詳
細
を
伺
う
。

■
市
長　

⑴
今
後
ガ
イ
ナ
ー
レ
が
企

画
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
チ
、
市

民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
に
で
き
る

限
り
協
力
す
る
。

　

⑵
平
成
24
年
４
月
の
第
２
種
公
認

検
定
の
更
新
に
向
け
て
走
路
、
助
走

国
民
健
康
保
険
証
の
カ
ー
ド
化

に
つ
い
て

子
宮
頸け
い

が
ん
・
乳
幼
児
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
ヒ
ブ
）

・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費

助
成
に
つ
い
て

政
策
的
情
報
発
信
に
つ
い
て

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
へ
の
支
援
に

つ
い
て

笠か
さ
や谷

悦え
つ
こ子

議
員

公
明
党

議
員
団

（　
　
）

松ま
つ
だ田　

正た
だ
し議

員（
蒼そ
う
せ
い
か
い

生
会
）
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路
な
ど
競
技
用
ス
ペ
ー
ス
の
改
修
、

写
真
判
定
装
置
の
機
器
の
更
新
等
と

し
て
い
る
。

■
議
員　

本
市
内
で
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
今
シ
ー

ズ
ン
の
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て
３
４
２

試
合
中
3�
試
合
が
規
格
外
の
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
た
。
本
市
で
も
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
の
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な

い
と
考
え
る
。
試
合
の
誘
致
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

■
市
長　
Ｊ
リ
ー
グ
か
ら
は
、
ど
ら

ド
ラ
パ
ー
ク
の
競
技
場
は
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

■
議
員　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
抗
体
検
査

が
妊
婦
健
診
の
標
準
検
査
項
目
に
追

加
さ
れ
た
。
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
は
血
液

の
が
ん
で
、
感
染
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

は
全
国
で
１
０
８
万
人
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
感
染
経
路
は
主
に
母

子
感
染
に
よ
る
も
の
が
考
え
ら
れ
、

母
乳
を
６
カ
月
以
上
与
え
た
場
合
の

感
染
率
は
�0
㌫
、
短
期
間
の
授
乳
で

５
か
ら
７
㌫
、
人
工
ミ
ル
ク
の
場
合

は
３
か
ら
５
㌫
し
か
感
染
し
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
で
は
、
妊

婦
健
診
で
陽
性
と
な
っ
た
方
に
授
乳

指
導
を
行
い
、
感
染
を
抑
制
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
２
年
前
に

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
妊
婦
健
診
に
Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
の
抗
体
検
査
を
含
め
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
再
度
、
母
子
感
染
防
止

策
と
し
て
、
妊
婦
健
診
項
目
へ
の
抗

体
検
査
導
入
や
授
乳
指
導
等
の
取
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

■
市
長　

国
の
妊
婦
健
診
の
検
査
内

容
が
改
正
さ
れ
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
抗

体
検
査
が
検
査
項
目
に
追
加
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
本
市
で
は
今
議
会
に

必
要
な
予
算
を
提
案
し
た
。
検
査
結

果
に
基
づ
く
健
康
管
理
や
感
染
防
止

策
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
検
査
を
受

け
ら
れ
た
医
療
機
関
で
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
担
当
課
に
お
い
て
も
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
相
談
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
等

で
情
報
提
供
や
授
乳
指
導
等
を
行
う

こ
と
で
感
染
防
止
に
努
め
た
い
。

■
議
員　

葛
飾
区
で
は
、
�4
時
間
訪

問
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
コ

ー
ル
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
昼
夜
を
問
わ

ず
訪
問
介
護
事
業
者
に
連
絡
が
と
れ
、

本
部
で
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
登
録
者

の
情
報
が
表
示
さ
れ
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
介
護
士
が
利
用
者
と
会
話
を
し

て
状
況
を
つ
か
み
、
ヘ
ル
パ
ー
の
派

遣
、
主
治
医
へ
の
連
絡
、
救
急
車
の

要
請
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
３

５
６
７
世
帯
の
独
居
老
人
が
生
活
を

し
て
お
り
、
２
８
７
人
が
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
万
が
一
に
備

え
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
な
い
。
在
宅
介
護
の

た
め
に
は
�4
時
間
対
応
で
き
る
シ
ス

テ
ム
は
絶
対
必
要
と
考
え
る
が
、
本

市
の
取
組
み
を
伺
う
。

■
市
長　

葛
飾
区
で
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

介
護
保
険
の
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
基
本
と
し
、
日
中
は
訪

問
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
介
護

事
業
者
が
平
成
19
年
２
月
か
ら
夜
間

だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
平
成
21

年
４
月
か
ら
は
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
の
日
中
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
が

追
加
に
な
り
、
現
在
24
時
間
対
応
の

サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
要
介
護

者
が
居
宅
に
お
い
て
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
に
は
、
大
変
有
効
な
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
利
用
者
の
増
加
を
図

る
た
め
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
い
じ
め
自
殺
根
絶
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て

■
議
員　

⑴
米
飯
給
食
を
ふ
や
す
と

給
食
費
の
値
上
げ
が
必
要
と
な
る
た

め
、
現
状
の
回
数
で
実
施
し
た
い
と

い
う
教
育
長
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

　

⑵
米
飯
回
数
拡
大
が
困
難
な
場
合

は
、
農
林
水
産
省
の
「
米
飯
学
校
給

食
回
数
増
加
支
援
事
業
」
家
庭
用
電

気
炊
飯
器
で
米
飯
給
食
を
ふ
や
そ
う

と
い
う
事
業
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

■
教
育
長　

⑴
１
食
当
た
り
の
米
飯

給
食
と
パ
ン
給
食
を
比
較
し
た
場
合
、

主
食
の
単
価
が
米
飯
の
方
が
約
10
円

高
い
。
ま
た
、
米
飯
と
パ
ン
の
そ
れ

ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
献
立
を
考
え
た
場

合
、
米
飯
の
副
食
が
約
10
円
高
く
な

っ
て
い
る
。

　

⑵
準
備
、
片
付
け
等
を
担
当
す
る

職
員
の
配
置
、
場
所
の
確
保
、
電
気

釜
に
お
い
て
は
電
気
容
量
等
の
施
設

上
の
課
題
が
あ
り
、
現
状
で
は
困
難

と
考
え
る
。

■
議
員　

給
食
費
は
自
治
体
に
よ
っ

て
異
な
る
こ
と
か
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
に
よ
り
工
夫
の
余
地
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
教
育
長　

学
校
給
食
実
施
基
準
に

基
づ
き
な
が
ら
、
栄
養
士
が
子
ど
も

へ
の
栄
養
面
、
地
場
食
材
の
活
用
等

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
と
の
思
い
を
込
め
な

が
ら
作
成
に
当
た
っ
て
お
り
、
現
状

に
お
い
て
も
創
意
工
夫
を
加
え
た
献

立
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　

財
政
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
が
、
市
民
の
台
所
事
情
は
さ

ら
に
厳
し
く
、
社
会
的
立
場
の
弱
い

子
ど
も
た
ち
に
貧
困
と
い
う
形
で
現

れ
て
い
る
。
中
学
校
給
食
は
市
民
の

悲
願
で
あ
る
。
中
学
校
給
食
の
実
現

に
向
け
、
①
給
食
を
実
現
し
な
が
ら

希
望
者
に
は
弁
当
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
す
る
、
②
給
食
費
の
前
払
い
の

食
券
制
、
③
調
理
場
が
あ
る
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
の
設
置
、
こ
の
よ
う
な
案
を

提
起
す
る
が
、
検
討
の
素
材
と
し
て

活
用
で
き
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　

具
体
的
な
検
討
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■
議
員　

「
家
庭
環
境
が
厳
し
く
、

毎
日
弁
当
も
な
く
、
お
金
も
持
た
せ

て
も
ら
え
ず
パ
ン
も
買
え
な
い
の
で
、

昼
休
み
に
な
る
と
教
室
か
ら
い
な
く

妊
婦
健
診
項
目
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐

１
の
抗
体
検
査
導
入
に
つ
い
て

24
時
間
訪
問
介
護
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

米
飯
給
食
回
数
の
拡
大
に
つ
い

て

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

原は
ら　

紀の
り
こ子

議
員

公
明
党

議
員
団

（　
　
）

伊い
と
う藤

ひ
ろ
え
議
員（　
　

）

よ
な
ご

会
議
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な
る
子
が
い
る
。
他
の
ク
ラ
ス
で
は

昼
は
き
ゅ
う
り
だ
け
の
子
も
い
る
と

い
う
話
を
聞
く
。
学
校
給
食
が
あ
れ

ば
」
と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル
が
届
い

た
。
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る

環
境
づ
く
り
は
設
置
者
で
あ
る
市
長

と
管
理
者
で
あ
る
教
育
長
の
責
務
で

は
な
い
か
。
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　

先
ほ
ど
来
答
弁
し
て
い
る

と
お
り
で
あ
る
。

■
教
育
長　

メ
ー
ル
の
中
身
に
つ
い

て
は
、
大
変
重
く
受
け
と
め
て
い
る
。

学
校
の
実
態
を
き
ち
ん
と
精
査
し
て

対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

米
子
市
私
立
幼
稚
園
協
会
、

米
子
市
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

か
ら
の
要
望
書
に
あ
る
と
お
り
、
私

立
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
の
額
が
、

県
内
他
市
と
比
較
し
た
場
合
、
２
歳

児
を
除
く
園
児
１
人
当
た
り
、
鳥
取

市
３
１
６
５
１
円
、
倉
吉
市
３
９
６

５
５
円
、
境
港
市
４
８
０
５
１
円
、

米
子
市
２
５
２
２
８
円
で
、
本
市
が

一
番
低
い
状
況
で
あ
る
。
な
ぜ
低
い

の
か
。
ま
た
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に

配
分
し
て
い
く
考
え
か
伺
う
。

■
市
長　

私
立
幼
稚
園
に
関
す
る
補

助
金
に
は
、
法
人
に
対
す
る
私
立
幼

稚
園
運
営
費
補
助
金
、
保
護
者
に
対

す
る
就
園
奨
励
費
補
助
金
、
第
３
子

保
育
料
軽
減
事
業
費
補
助
金
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
施
設
を
運
営
す
る
法
人

に
対
す
る
私
立
幼
稚
園
運
営
費
補
助

金
が
県
内
他
市
に
比
べ
て
低
い
理
由

と
し
て
、
平
成
19
年
度
に
補
助
金
の

見
直
し
を
行
っ
た
際
、
幼
児
教
育
の

振
興
の
観
点
か
ら
、
就
園
奨
励
費
や

第
３
子
軽
減
と
い
っ
た
保
護
者
に
対

す
る
支
援
を
、
法
人
に
対
す
る
運
営

費
補
助
に
優
先
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
護
者
に
対

す
る
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
所
得
階

層
ご
と
の
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
他

市
に
比
べ
、
低
所
得
者
世
帯
及
び
多

子
世
帯
に
対
し
、
よ
り
配
慮
し
た
内

容
と
し
て
い
る
。
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
配
分
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

本
市
に
新
規
進
出
予
定
の

株
式
会
社
ナ
ノ
オ
プ
ト
ニ
ク
ス
・
エ

ナ
ジ
ー
、
ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業
株

式
会
社
、
ボ
ー
ト
ピ
ア
の
採
用
見
込

数
と
、
既
に
採
用
が
内
定
・
確
定
し

て
い
る
従
業
員
数
を
伺
う
。

■
市
長　

今
後
見
込
ま
れ
る
雇
用
人

数
は
、
ナ
ノ
オ
プ
ト
ニ
ク
ス
・
エ
ナ

ジ
ー
は
、
操
業
開
始
後
５
年
間
で
８

０
０
名
程
度
、
今
年
度
中
に
は
経
験

者
採
用
で
10
名
程
度
と
伺
っ
て
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業
は
、
操
業
開

始
時
に
30
名
程
度
、
う
ち
半
数
が

地
元
採
用
で
、
来
年
度
当
初
採
用
と

し
て
既
に
数
名
を
内
定
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
10
名
程
度
を
採
用
す
る
予
定

で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
後
の
工
場
拡
張
に
伴
い
、
10
年
間

で
地
元
か
ら
１
０
０
名
程
度
の
採
用

を
考
え
て
お
ら
れ
る
。
ボ
ー
ト
ピ
ア

は
、
40
名
か
ら
45
名
程
度
の
新
規
採

用
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

■
議
員　

今
後
、
ナ
ノ
オ
プ
ト
ニ
ク

ス
・
エ
ナ
ジ
ー
か
ら
直
接
、
市
民
、

Ｅ
Ｖ
関
連
事
業
者
、
工
業
系
学
生
な

ど
へ
の
情
報
提
供
の
場
を
展
開
す
る

考
え
は
な
い
か
。

■
経
済
部
長　

ナ
ノ
オ
プ
ト
ニ
ク
ス
・

エ
ナ
ジ
ー
、
ニ
ッ
ポ
ン
高
度
紙
工
業

に
対
し
、
市
内
の
企
業
、
学
校
、
就

職
希
望
者
向
け
の
事
業
説
明
会
を
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
案
し
て
お

り
、
ぜ
ひ
と
も
今
年
度
中
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
人
口
政
策
に
つ
い
て

■
議
員　

賛
否
両
論
の
中
、
市
長
は

熟
慮
の
結
果
、
存
続
を
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
結
論
に
つ
い
て
は
、
尊
重
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
が
、
運
営
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
で
は
疑
問
で
あ
り
、

２
年
後
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

公
会
堂
と
し
て
、
運
営
を
大
き
く
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
よ
り
多
く

の
市
民
が
集
い
、
利
用
で
き
る
か
を

考
え
た
と
き
、
思
い
切
っ
て
前
庭
全

部
を
駐
車
場
に
し
て
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
、
公
会
堂
の
利
用
率
向
上

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
市
長　

駐
車
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
の
た
び
の
改
修
に
あ
わ
せ
て
運
営

方
法
を
見
直
す
中
で
、
研
究
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
利
用
促
進
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
文
化
団
体
を
初
め
と

す
る
市
民
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
利
用
促
進
に
向
け
て
創

意
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

■
教
育
長　

駐
車
場
に
つ
い
て
、
不

便
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

改
修
に
あ
わ
せ
、
改
修
後
の
利
用
促

進
等
の
検
討
も
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
駐
車
場
対
策
も

あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。
た
だ
ス
ペ

ー
ス
的
に
、
広
場
を
全
部
つ
ぶ
し
て

駐
車
場
に
し
て
も
２
０
０
台
程
度
と

い
う
試
算
で
あ
り
、
駐
車
場
に
し
た

方
が
い
い
の
か
、
今
の
ま
ま
広
場
と

し
て
い
ろ
い
ろ
利
活
用
が
で
き
る
状

態
で
置
い
た
方
が
い
い
の
か
、
こ
れ

か
ら
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

今
、
朝
鮮
半
島
情
勢
が
緊

迫
化
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本

の
安
全
保
障
に
と
っ
て
の
危
機
で
も

あ
る
。
日
本
海
を
挟
ん
で
向
き
合
っ

て
い
る
我
々
に
と
っ
て
、
極
め
て
憂

慮
す
べ
き
事
態
と
考
え
る
。
市
民
の

安
心
・
安
全
を
脅
か
さ
れ
る
こ
の
よ

う
な
不
安
な
状
況
下
、
有
事
の
際
の

備
え
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

■
市
長　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、

万
が
一
、
テ
ロ
等
の
武
力
攻
撃
等
の

有
事
が
発
生
し
た
際
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
本
市
で
は
平
成
18
年
12
月
に

米
子
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
、

こ
の
中
で
有
事
が
発
生
し
た
場
合
の

国
、
県
、
関
係
機
関
等
の
役
割
分
担

と
緊
密
な
連
携
を
う
た
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
沿
っ
て
迅
速
に
、
各
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の

安
全
、
財
産
の
確
保
等
の
た
め
に
万

幼
稚
園
に
対
す
る
助
成
に
つ
い

て

雇
用
対
策
に
つ
い
て

米
子
市
公
会
堂
に
つ
い
て

有
事
へ
の
対
応
に
つ
い
て

稲い
な
た田　

清き
よ
し議

員（　
　

）

よ
な
ご

会
議

尾お
ざ
わ沢
三み

つ
お夫

議
員（
蒼そ
う
せ
い
か
い

生
会
）
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全
を
期
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
議
員　

鳥
取
県
国
民
保
護
計
画
は

今
年
７
月
で
改
定
さ
れ
て
い
る
が
、

米
子
市
は
平
成
1�
年
1�
月
以
降
、
改

定
さ
れ
て
い
な
い
。
部
署
再
編
で
、

実
在
し
な
い
部
課
等
が
記
入
さ
れ
て

い
る
。
協
議
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
総
務
部
長　

指
摘
の
と
お
り
、
機

構
改
革
に
伴
う
部
署
等
の
変
更
に
伴

う
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
。
県
が

７
月
に
計
画
を
改
定
さ
れ
た
の
で
、

本
市
も
計
画
を
修
正
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。
そ
の
際
に
、
本
部
の
編
成

体
制
も
あ
わ
せ
て
修
正
し
た
い
。　

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
経
済
活
性
化
策
に
つ
い
て

■
議
員　

⑴
市
長
・
幹
部
職
員
は
よ

く
「
費
用
対
効
果
」
と
か
「
財
政
状

況
を
勘
案
し
て
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
が
、
私
は
、
行
政
が
費
用
対
効
果

や
財
政
状
況
を
錦
の
御
旗
の
ご
と
く

振
り
か
ざ
す
こ
と
が
真
の
為
政
者
の

姿
勢
か
ど
う
か
、
甚
だ
疑
問
に
思
う
。

む
し
ろ
民
間
が
や
ら
な
い
非
効
率
な

も
の
こ
そ
行
政
が
手
を
差
し
伸
べ
る

も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

⑵
９
月
議
会
で
の
附
帯
決
議
に
関

連
し
、
図
書
館
・
美
術
館
に
つ
い
て

の
副
市
長
の
答
弁
で
、
関
係
団
体
や

関
係
業
界
の
皆
様
に
不
安
感
を
あ
お

っ
た
責
任
は
非
常
に
大
き
い
。
答
弁

が
本
当
か
、
国
に
出
向
き
確
認
し
た

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
の

明
確
な
回
答
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
国
に

確
認
も
せ
ず
、
事
実
と
異
な
る
答
弁

を
し
た
の
か
伺
う
。

■
市
長　

⑴
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
地
方
公
共
団
体
の
運
営
は
住

民
の
福
祉
の
増
進
と
自
治
体
の
発
展

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事
務
処

理
に
当
た
っ
て
は
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

■
副
市
長　

⑵
９
月
議
会
で
の
答
弁

は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

認
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
最
悪

の
場
合
も
含
め
想
定
し
て
述
べ
た
つ

も
り
だ
っ
た
が
、
意
に
反
し
、
図
書

館
・
美
術
館
利
用
者
な
ど
関
係
団
体

の
皆
様
の
少
な
か
ら
ぬ
混
乱
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
私
の
不
徳

の
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
プ
レ
ス

に
掲
載
さ
れ
た
国
と
の
信
頼
関
係
を

損
ね
て
い
る
と
い
う
部
分
は
、
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
早
期
の
予
算
執
行
方

策
を
模
索
し
て
い
く
と
い
う
意
図
で

あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
市
民
の
皆
様

に
少
な
か
ら
ぬ
不
安
を
与
え
た
こ
と

は
、
遺
憾
に
存
じ
て
い
る
。
今
回
の

件
で
思
慮
が
足
り
な
か
っ
た
点
に
つ

い
て
、
反
省
す
べ
き
は
反
省
し
、
こ

れ
を
教
訓
に
、
一
日
で
も
早
く
図
書

館
・
美
術
館
の
基
本
設
計
に
着
手
し
、

国
と
鋭
意
協
議
を
重
ね
、
早
期
完
成

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

■
議
員　

米
子
市
の
進
む
べ
き
方
向

性
と
し
て
、
本
市
の
最
大
の
強
み
で

あ
る
鳥
取
大
学
医
学
部
を
中
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
。
こ

と
し
６
月
に
医
学
部
か
ら
要
望
が
あ

っ
た
湊
山
球
場
の
取
扱
い
の
検
討
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
市
長　

都
市
公
園
法
な
ど
の
制
約

と
と
も
に
、
民
有
地
も
あ
り
、
検
討

す
べ
き
課
題
が
存
在
し
、
こ
の
整
理

に
時
間
を
要
し
、
現
時
点
で
方
向
性

を
定
め
る
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
要
望
の
あ
っ
た
教
育
用
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
駐
車
場
等
、
当
面
医
学
部

が
要
望
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
か
、

医
学
部
と
協
議
を
続
け
て
い
る
。

と
発
行
可
能
額
は
幾
ら
か
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
れ
ば
合
併
特

例
債
該
当
事
業
と
考
え
て
い
る
か
。

　

⑶
公
共
施
設
の
統
合
整
備
に
つ
い

て
も
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
心

と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
取
組
状
況

は
ど
う
か
。

■
市
長　

⑴
こ
の
約
６
年
間
に
、
合

併
時
の
協
定
項
目
に
つ
い
て
は
、
一

部
を
残
し
て
ほ
ぼ
調
整
が
終
了
し
て

お
り
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
て
い

た
伯
耆
の
国
よ
な
ご
文
化
創
造
計
画

に
つ
い
て
は
、
歴
史
・
文
化
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
一
部
に
進
展
し

て
い
な
い
事
業
も
あ
る
が
、
全
体
的

に
は
着
実
に
進
捗
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
両
市
町
が
合
併
前

か
ら
実
施
し
て
き
た
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
、
伝
統
行
事
な
ど
が
着
実
に
新
市

の
も
の
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
、

旧
市
町
の
区
域
を
越
え
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
や
文
化
活
動
も
盛
ん
に
実
施
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
意

識
も
着
実
に
一
体
化
し
て
き
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。

　

⑵
平
成
21
年
度
末
の
発
行
額
は
、

事
業
費
分
が
38
億
９
５
５
０
万
円
、

基
金
部
分
が
19
億
円
で
あ
り
、
今
後

の
発
行
可
能
残
額
は
、
事
業
費
分
が

１
２
８
億
８
０
０
０
万
円
余
り
、
基

金
分
が
１
億
３
７
０
０
万
円
余
り
と

な
っ
て
お
り
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
業
が
原
則

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

■
議
員　

旧
米
子
市
と
旧
淀
江
町
は
、

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
掲
げ
、
両

市
町
の
住
民
は
新
米
子
市
の
将
来
像

に
期
待
を
抱
き
、
合
併
に
至
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
以
下
伺
う
。

　

⑴
合
併
後
６
年
余
り
が
経
過
し
た

が
、
こ
の
６
年
が
新
市
建
設
、
住
民

感
情
の
一
体
化
に
お
い
て
十
分
な
期

間
で
あ
っ
た
の
か
。

　

⑵
新
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
に
、
主
要
施
策
を
体
系
化
し
、
主

要
事
業
を
掲
げ
、
財
源
の
必
要
な
事

業
に
つ
い
て
は
合
併
特
例
債
を
充
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
当
然
、
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
計
画
期
間
と

合
併
特
例
債
の
発
行
で
き
る
期
間
に

は
差
異
が
あ
り
、
先
行
投
資
的
な
計

画
性
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
し
、
合

併
特
例
債
と
い
え
ど
も
公
債
で
あ
る

以
上
、
満
額
発
行
す
る
必
要
性
は
な

い
に
し
て
も
、
合
併
時
に
約
束
し
た

新
米
子
市
の
姿
と
大
き
な
開
き
が
あ

る
よ
う
で
は
、
意
義
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
合
併
特
例
債
の
発
行
額

市
の
一
体
化
政
策
に
つ
い
て

小こ
ば
や
し
し
げ
よ
し

林
重
喜
議
員
（　
　

）

よ
な
ご

会
議

渡わ
た
な
べ辺

穣じ
ょ
う
じ爾

議
員（
蒼そ
う
せ
い
か
い

生
会
）
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的
に
、
合
併
特
例
債
を
充
当
で
き
る

事
業
と
考
え
て
い
る
。

　

⑶
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
け

る
公
共
施
設
の
統
合
整
備
に
つ
い
て

は
、
市
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
地
域
間
の

バ
ラ
ン
ス
や
市
民
の
利
便
性
を
配
慮

し
、
現
時
点
で
は
、
既
存
施
設
の
有

効
利
用
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。　

■
議
員　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
の
恒
常
的
な
歳
入
不
足
と
歳
出

増
に
よ
る
赤
字
対
策
に
つ
い
て
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
伺
う
。

　

⑴
今
年
度
の
決
算
見
込
み

　

⑵
保
険
料
収
入
の
現
状
と
課
題
と

今
後
の
対
策

　

⑶
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
内
繰
入

金（
財
政
安
定
化
支
援
事
業
繰
入
金
）

及
び
法
定
外
繰
入
金
の
推
移
と
今
後

の
方
針

　

⑷
医
療
費
の
現
状
と
課
題
と
対
策

■
市
長　

⑴
現
時
点
で
は
、
約
４
億

２
０
０
０
万
円
の
歳
入
不
足
を
見
込

ん
で
い
る
。　

　

⑵
負
担
の
公
平
の
面
か
ら
も
、
支

払
能
力
が
あ
り
な
が
ら
納
付
さ
れ
な

い
方
に
対
し
て
は
財
産
の
差
押
え
を

行
う
な
ど
の
収
納
率
向
上
対
策
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
料
の
急
激

な
負
担
増
を
招
か
な
い
よ
う
十
分
に

配
慮
し
な
が
ら
、
適
切
な
保
険
料
収

入
の
確
保
に
向
け
た
保
険
料
率
の
見

直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

⑶
財
政
安
定
化
支
援
事
業
分
の
繰

入
金
は
、
平
成
18
年
度
が
２
０
０
０

万
円
、
平
成
19
・
20
年
度
が
ゼ
ロ
、

昨
年
度
が
９
３
２
５
万
６
０
０
０
円

で
、
今
年
度
は
１
億
５
３
０
９
万
４

０
０
０
円
を
予
定
し
て
い
る
。
法
定

外
繰
入
金
は
、
昨
年
度
に
１
億
円
を

繰
り
入
れ
て
い
る
が
、
今
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
の
財
政
状

況
を
勘
案
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

⑷
平
成
22
年
度
の
医
療
費
は
、
入

院
診
療
を
重
点
に
報
酬
改
訂
が
さ
れ

た
の
で
、
入
院
給
付
費
及
び
高
額
療

養
費
の
支
給
額
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。
今
後
、
高
齢
化
に
伴
い
医
療

費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

診
療
報
酬
明
細
書
の
内
容
点
検
や
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

費
の
適
正
化
に
努
め
た
い
。

■
議
員　

今
後
、
保
険
料
率
を
上
げ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
加
入
者
の
理
解

を
得
る
方
法
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■
市
民
生
活
部
長　

加
入
者
、
医
師
、

第
三
者
等
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
に
諮
問
し
、
そ
こ
で
歳
入

不
足
見
込
額
の
う
ち
の
ど
の
程
度
を

保
険
料
で
賄
う
か
な
ど
協
議
い
た
だ

き
、
答
申
を
得
た
上
で
、
議
会
に
条

例
改
正
の
提
案
を
行
う
手
順
と
な
る
。

■
議
員　

本
市
の
国
保
会
計
健
全
化

計
画
策
定
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

■
市
民
生
活
部
長　

今
後
、
保
険
料

の
見
直
し
に
あ
わ
せ
、
健
全
化
計
画

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

法
定
繰
入
れ
、
法
定
外
繰

入
れ
の
方
針
を
健
全
化
計
画
に
盛
り

込
む
考
え
は
あ
る
か
。

■
副
市
長　

５
年
程
度
の
中
期
的
な

計
画
は
必
要
だ
と
思
う
。
指
摘
の
と

お
り
、
法
定
繰
入
れ
、
法
定
外
繰
入

れ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
計
画
に
な

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

■
議
員　

政
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

来
年
３
月
卒
業
の
大
学
生
の
就
職
内

定
率
は
、
10
月
１
日
時
点
で
��
・
６

㌫
、
高
校
生
の
内
定
率
も
、
９
月
末

時
点
で
40
・
６
㌫
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
内
定
状
況

を
受
け
、
政
府
も
、
経
済
対
策
に
盛

り
込
ん
だ
就
業
・
進
路
選
択
支
援
の

専
門
家
の
増
員
な
ど
人
的
配
置
を
一

層
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
既
卒
者
を
新

卒
扱
い
で
採
用
す
る
企
業
へ
の
奨
励

金
な
ど
、
企
業
の
求
人
を
下
支
え
す

る
方
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
事
態
に
対
し
、
地
元
経
済
界
は

ど
う
考
え
、
ど
う
対
処
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
、
新
卒
の
若
者
を
路
頭

に
迷
わ
せ
な
い
取
組
み
が
必
要
と
考

え
る
。
新
卒
者
の
就
職
状
況
を
伺
う
。

■
市
長　

鳥
取
県
西
部
地
区
の
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
本
年
10
月

末
の
就
職
内
定
率
は
56
・
１
㌫
で
、

前
年
を
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て

お
り
、
就
職
環
境
は
依
然
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
新
規
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
に
係
る
求
人
確
保
に
つ
い
て
は
、

本
年
７
月
末
に
、
私
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
米
子
所
長
、
高
等
学
校
長
と
と
も

に
、
米
子
商
工
会
議
所
へ
要
請
を
行

っ
た
。
商
工
会
議
所
で
は
、
地
元
企

業
に
求
人
を
１
人
で
も
多
く
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
高
校
新
卒
者
の
採
用

協
力
依
頼
の
記
事
を
所
報
に
掲
載
し

た
り
、
会
議
等
の
場
で
依
頼
す
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
議
員　

近
年
、
未
実
施
だ
っ
た
中

学
校
給
食
で
、
実
施
に
踏
み
切
る
自

治
体
が
ふ
え
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
、

２
０
０
５
年
の
食
育
基
本
法
の
制
定
、

２
０
０
８
年
の
学
校
給
食
法
の
改
正

な
ど
で
食
育
推
進
の
観
点
が
盛
り
込

ま
れ
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
が
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
教
育
長　

現
行
の
指
導
要
領
に
は

食
育
と
い
う
言
葉
も
、
そ
れ
の
概
念

も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
食
育
基

本
法
成
立
後
、
新
し
い
指
導
要
領
の

中
に
食
育
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
給

食
実
施
・
未
実
施
に
か
か
わ
ら
ず
、

学
校
の
教
育
課
程
の
中
に
こ
の
食
育

を
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
る
よ
う
に
学

校
に
指
示
し
て
い
る
。

■
議
員　

食
育
基
本
法
に
は
、
地
方

公
共
団
体
の
責
務
、
学
校
・
保
育
所

等
ま
た
は
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

学
校
給
食
等
の
実
施
な
ど
が
う
た
わ

れ
、
学
校
給
食
法
に
は
、
学
校
給
食

を
実
施
す
る
義
務
教
育
諸
学
校
の
設

置
者
は
、
学
校
給
食
実
施
基
準
に
照

ら
し
て
適
切
な
学
校
給
食
の
実
施
に

努
め
る
も
の
と
す
る
と
う
た
わ
れ
て

い
る
。
中
学
校
給
食
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
社
会
的
な
要
請
に
こ
た
え
る

こ
と
だ
と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

門か
ど
わ
き脇

邦く
に
こ子

議
員（
ム
ス
カ
リ
）

岡お
か
む
ら村

英え
い
じ治

議
員（　
　
）

日
本
共
産
党

米
子
市
議
会

議　

員　

団

新
卒
者
の
就
職
問
題
に
つ
い
て

中
学
校
給
食
の
早
期
実
施
に
つ

い
て
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と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と

ら
え
国
に
要
望
し
て
き
た
。
11
月
５

日
に
は
米
子
道
を
無
料
化
社
会
実
験

区
間
に
追
加
選
定
す
る
よ
う
、
本
市
、

中
海
市
長
会
、
鳥
取
県
西
部
地
域
振

興
協
議
会
と
し
て
、
国
土
交
通
省
、

民
主
党
幹
部
に
要
望
し
た
。
11
月
16

日
に
は
米
子
道
の
無
料
化
に
つ
い
て
、

知
事
、
本
市
議
会
議
長
と
一
緒
に
国

土
交
通
省
に
要
望
し
た
。

　

⑶
近
隣
と
比
較
し
て
割
高
な
東
京

便
の
航
空
運
賃
に
つ
い
て
は
、
県
等

の
関
係
機
関
と
協
調
し
、
11
月
16
日

に
知
事
と
と
も
に
全
日
空
本
社
に
出

向
き
、
運
賃
の
値
下
げ
の
要
望
を
し

た
。
米
子
空
港
へ
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
誘
致
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
県
と
協
力
し
て

可
能
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　
■
議
員　

し
尿
処
理
場
か
ら
、
旧
清

掃
工
場
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
至

る
ま
で
、
米
子
市
の
し
尿
と
ご
み
を

受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
今
後

■
市
長　

今
後
の
財
政
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
鳥
取
県
西
部
圏
域
の
可
燃
ご
み
処

理
計
画
に
つ
い
て

○
な
か
よ
し
学
級
の
待
機
児
童
対
策

に
つ
い
て

■
議
員　

⑴
境
港
市
に
は
、
本
年
３

０
０
万
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
、
日

本
中
に
ゲ
ゲ
ゲ
の
大
ブ
ー
ム
を
巻
き

起
こ
し
た
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
が
あ

る
。
こ
こ
を
訪
れ
る
人
は
、
ほ
と
ん

ど
が
米
子
市
内
を
通
っ
て
い
る
と
思

う
。
境
港
市
と
の
連
携
を
強
化
し
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
い
ろ
い
ろ
な

面
で
最
大
限
に
利
用
し
、
観
光
客
の

増
加
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。
こ
れ

ま
で
に
境
港
市
と
ど
の
よ
う
な
連
携

を
図
っ
た
の
か
伺
う
。

　

⑵
米
子
道
が
無
料
化
に
な
れ
ば
、

岡
山
自
動
車
道
は
既
に
無
料
化
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る

山
陽
や
京
阪
神
か
ら
の
観
光
客
が
大

幅
に
増
加
す
る
も
の
と
期
待
で
き
る

が
、
市
と
し
て
無
料
化
に
向
け
た
取

組
み
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

⑶
現
在
、
米
子
空
港
の
国
内
路
線

は
、
全
日
空
の
み
で
運
航
さ
れ
て
お

り
、
運
賃
は
近
隣
空
港
に
比
べ
て
高

い
。
エ
ア
・
ド
ゥ
や
ス
カ
イ
マ
ー
ク

な
ど
の
格
安
運
賃
を
実
現
し
て
い
る

航
空
会
社
の
乗
入
れ
が
可
能
と
な
れ

ば
航
空
会
社
間
で
競
争
が
生
ま
れ
、

運
賃
が
安
く
な
る
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

■
市
長　

⑴
昨
年
か
ら
国
の
緊
急
雇

用
対
策
事
業
を
活
用
し
、
境
港
市
の

観
光
案
内
所
へ
２
名
の
職
員
を
派
遣

し
米
子
市
・
皆
生
温
泉
の
情
報
提
供

を
行
い
な
が
ら
宿
泊
及
び
観
光
施
設

へ
誘
客
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
皆

生
温
泉
旅
館
組
合
に
お
い
て
皆
生
温

泉
と
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
結
ぶ
鬼

太
郎
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
本
市
、
境
港
市

と
の
共
同
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
境
線
観
光

路
線
化
事
業
と
し
て
鬼
太
郎
列
車
の

運
行
や
駅
名
の
愛
称
化
と
妖
怪
ブ
ロ

ン
ズ
像
や
妖
怪
駅
名
板
の
設
置
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
中
海
圏
域
連
携

を
促
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
圏
域

の
活
性
化
を
図
り
、
官
民
一
体
化
と

な
っ
て
本
市
へ
の
集
客
へ
と
つ
な
げ
、

皆
生
温
泉
を
初
め
と
す
る
本
市
の
宿

泊
客
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

⑵
米
子
道
の
無
料
化
は
、
本
市
に

�0
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
受
け
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
迷
惑

施
設
を
抱
え
る
地
元
住
民
の
感
情
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
。

■
市
長　

地
元
の
皆
様
に
は
大
変
感

謝
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
こ
の
た
び

は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
適
正
処
理

量
の
範
囲
内
と
は
い
え
、
周
辺
施
設

の
可
燃
ご
み
処
理
の
相
談
も
し
て
い

る
。
地
元
の
皆
様
の
要
望
に
は
誠
実

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
は

将
来
的
に
は
焼
却
灰
の
搬
入
が
な
く

な
る
見
通
し
だ
が
、
多
額
な
施
設
の

維
持
管
理
費
を
考
え
た
場
合
、
廃
止

の
検
討
も
必
要
と
な
る
。
仮
に
廃
止

し
た
場
合
、
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
に
対
す
る
負
担
金
は
ど
の
程
度
軽

減
さ
れ
る
の
か
。

■
副
市
長　

可
燃
ご
み
処
理
計
画
案

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
今
後
、
詳
細
に
検
討
、
協
議
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

■
議
員　

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

の
負
担
金
は
約
�3
億
円
、
そ
の
う
ち

本
市
の
負
担
は
約
30
億
円
で
あ
る
。

エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
経
費

は
約
５
億
円
、
同
様
な
計
算
を
す
る

と
本
市
の
負
担
は
約
３
億
円
軽
減
さ

れ
る
計
算
に
な
る
。
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
の
場
で
し
っ
か
り
と
議
論

し
、
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

■
議
員　

公
会
堂
の
あ
り
方
検
討
報

告
書
に
よ
る
と
、
重
要
文
化
財
指
定

は
否
定
的
で
あ
る
が
、
有
形
文
化
財

指
定
は
可
能
と
し
、
歴
史
的
価
値
は

高
い
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、

今
の
補
強
計
画
で
は
、
ホ
ー
ル
正
面

に
耐
震
壁
が
必
要
と
な
り
、
意
匠
的

に
問
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
避
難
所
施

設
と
す
れ
ば
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
存

続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
外
観
は
守

る
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

■
教
育
長　

公
会
堂
の
耐
震
補
強
工

事
に
当
た
っ
て
は
、
極
力
、
意
匠
に

も
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

■
議
員　

図
書
館
・
美
術
館
整
備
事

業
に
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
本
来
、
債
務
負
担
行

為
と
は
、
複
数
年
に
ま
た
が
る
事
業

予
算
を
あ
ら
か
じ
め
確
保
し
、
円
滑

な
予
算
執
行
を
図
る
た
め
の
手
続
き

と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
の

手
続
き
は
、
そ
れ
ら
に
全
く
該
当
し

な
い
。
手
続
き
的
に
は
可
能
だ
と
理

解
す
る
が
、
予
算
計
上
の
あ
り
方
と

し
て
適
切
と
言
え
る
の
か
。

■
副
市
長　

図
書
館
・
美
術
館
整
備

事
業
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
着
工

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
年
度
中
途

の
こ
の
時
期
に
発
注
し
よ
う
と
す
る

と
、
工
期
の
関
係
で
複
数
年
契
約
を

観
光
行
政
に
つ
い
て

公
会
堂
問
題
と
図
書
館
・
美
術

館
整
備
事
業
に
つ
い
て

湯ゆ
あ
さ浅
敏と

し
お雄

議
員（
蒼そ
う
せ
い
か
い

生
会
）

野の
ざ
か坂
道み

ち
あ
き明

議
員（
蒼そ
う
せ
い
か
い

生
会
）

米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
西
部
圏
域
の
ご
み
処
理

問
題
に
つ
い
て
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す
る
必
要
が
あ
り
、
債
務
負
担
行
為

を
設
定
す
る
も
の
だ
が
、
予
算
措
置

上
何
ら
問
題
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

■
議
員　

⑴
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
は

こ
と
し
３
５
０
万
人
の
入
込
客
実
績

を
上
げ
て
い
る
。
来
年
も
相
当
の
入

込
客
が
想
定
さ
れ
、
境
港
市
で
は
こ

れ
を
経
済
効
果
に
結
び
つ
け
る
べ
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ

て
い
る
。
本
市
で
も
具
体
的
な
連
携

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
発
に
取
り
組
む
べ
き

で
な
い
か
。

　

⑵
島
根
県
を
挙
げ
て
準
備
が
進
み

つ
つ
あ
る
古
事
記
編
さ
ん
１
３
０
０

年
を
記
念
し
た
神
話
の
ふ
る
さ
と
島

根
推
進
事
業
は
、
平
成
�3
年
度
に
プ

レ
展
開
に
入
り
、
入
込
客
数
５
０
０

万
人
、
観
光
消
費
額
２
０
０
億
円
を

目
指
し
て
い
る
。
隣
の
県
の
事
業
と

考
え
ず
、
妻
木
晩
田
遺
跡
や
上
淀
廃

寺
を
売
り
込
む
連
携
可
能
性
を
追
求

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　

⑴
境
港
市
の
観
光
案
内
所

へ
の
職
員
派
遣
、
皆
生
温
泉
と
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
を
結
ぶ
バ
ス
の
運
行
、

鬼
太
郎
列
車
の
運
行
や
駅
名
の
愛
称

化
と
妖
怪
ブ
ロ
ン
ズ
像
や
妖
怪
駅
名

板
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

境
港
市
、
境
港
市
観
光
協
会
等
と
連

携
を
密
に
し
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
観
光
客
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

⑵
妻
木
晩
田
遺
跡
を
初
め
と
す
る

弥
生
時
代
、
白
鳳
時
代
の
歴
史
遺
産

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
皆
生
温
泉

な
ど
の
宿
泊
施
設
に
お
越
し
い
た
だ

く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
議
員　

ア
ニ
カ
ル
ま
つ
り
、
映
像

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
国
際
マ
ン
ガ
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を

テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
誘
客
効
果
だ

け
で
な
く
Ｉ
Ｔ
技
術
と
融
合
し
た
新

た
な
産
業
と
し
て
成
長
す
る
可
能
性

を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ヴ
ァ
ン

ゲ
リ
オ
ン
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
赤

井
氏
が
商
店
街
の
空
き
店
舗
に
拠
点

を
構
え
、
米
子
の
町
を
新
コ
ン
テ
ン

ツ
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
売
り

出
す
構
想
を
持
た
れ
て
お
り
、
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
の
取
組
み
が
始
ま
っ

た
こ
ろ
の
契
機
と
似
て
い
る
。
例
え

ば
下
町
観
光
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
の
中
に

お
地
蔵
様
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
や

憩
い
と
安
ら
ぎ
の
彫
刻
ロ
ー
ド
と
い

っ
た
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
国
際
マ
ン

ガ
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
で
来
訪
す
る
人
た

ち
の
た
め
、
町
歩
き
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

■
市
長　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
若

者
を
中
心
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
活

動
の
本
拠
地
を
商
店
街
の
空
き
店
舗

等
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
や
市
街
地
活
性
化
と
い
っ

た
問
題
へ
の
意
識
も
高
く
、
イ
ベ
ン

ト
の
成
功
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
と
い
う
理
念
の
も
と
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
う
い

っ
た
活
動
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
が

定
着
し
、
新
た
な
情
報
が
発
信
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

■
議
員　

本
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
実
利
用
人
員
は
平
成
��
年
度

５
４
７
名
、
待
機
者
は
８
６
４
名
で

あ
る
。
特
養
の
ベ
ッ
ド
が
あ
く
の
は

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
の
利
用
者
が

亡
く
な
っ
た
と
き
で
あ
り
、
年
に
数

名
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
待
機
者
に
こ
た

え
ら
れ
る
状
況
に
な
い
。
早
期
解
決

の
た
め
、
増
設
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え

る
が
、
所
見
を
伺
う
。

■
市
長　

待
機
者
８
６
４
名
の
う
ち

在
宅
で
待
機
し
て
い
る
方
は
１
４
７

名
で
あ
る
。
待
機
者
の
抑
制
に
つ
い

て
は
、
在
宅
生
活
の
継
続
を
支
援
す

る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
や
24
時
間
対
応
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

小
規
模
多
機
能
型
の
宿
泊

サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
も
何
人
も
の
受

入
れ
と
は
な
ら
な
い
。
在
宅
24
時
間

対
応
サ
ー
ビ
ス
は
、
施
設
に
入
る
以

上
に
利
用
料
が
か
か
る
。
在
宅
が
困

難
な
特
養
の
８
０
０
名
の
待
機
者
に

こ
た
え
る
内
容
と
し
て
は
不
十
分
で

は
な
い
か
。

■
福
祉
保
健
部
長　

小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者

の
様
態
や
希
望
に
応
じ
、
通
い
・
訪

問
・
泊
ま
り
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
在
宅
生
活
の
継
続
を
支
援
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
現
在
７
カ
所

あ
る
事
業
所
を
３
カ
所
ふ
や
す
こ
と

に
よ
り
特
養
の
入
所
の
一
定
の
抑
制

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　

本
市
で
、
明
ら
か
に
国
民

健
康
保
険
資
格
証
明
書
が
原
因
の
手

遅
れ
死
が
起
き
た
ほ
か
、
幾
つ
も
の

受
診
抑
制
に
よ
る
手
遅
れ
、
症
状
悪

化
の
事
例
が
あ
る
。
体
の
ぐ
あ
い
が

悪
い
と
き
に
医
者
に
か
か
れ
な
い
の

は
、
貧
困
と
格
差
の
極
み
で
あ
る
。

我
が
国
は
す
べ
て
の
国
民
が
公
的
な

保
険
制
度
に
よ
っ
て
治
療
が
受
け
ら

れ
る
国
民
皆
保
険
制
度
が
あ
り
、
憲

法
��
条
の
理
念
に
基
づ
き
、
国
の
責

任
で
お
金
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
。

資
格
証
の
発
行
を
中
止
す
る
こ
と
、

ま
た
、
短
期
被
保
険
者
証
の
と
め
置

き
は
、
世
帯
主
の
被
保
険
者
証
の
請

求
権
を
認
め
る
国
保
法
第
９
条
第
２

項
及
び
施
行
規
則
第
６
条
に
違
反
す

る
の
で
直
ち
に
中
止
す
る
こ
と
を
求

め
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
市
長　

保
険
料
の
約
束
納
付
が
履

行
し
て
い
た
だ
け
な
い
方
な
ど
の
納

付
相
談
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
短
期
証
の
更
新
に
当
た
り
、
窓

口
に
来
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
る
こ

と
は
必
要
と
考
え
る
。
資
格
証
の
発

行
も
、
負
担
と
給
付
の
公
平
を
期
す

た
め
、
被
保
険
者
の
状
況
を
把
握
し
、

負
担
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

保
険
料
を
納
め
な
い
方
に
は
法
令
に

基
づ
き
対
応
し
た
い
。
運
用
に
当
た

大
山
・
中
海
圏
域
に
お
け
る
広
域

観
光
連
携
の
取
組
み
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
観
光
事
業

の
連
携
に
つ
い
て

だ
れ
も
が
安
心
で
き
る
介
護
保

険
へ
の
転
換
に
つ
い
て

広
が
る
無
保
険
と
受
診
抑
制
に

つ
い
て

杉す
ぎ
た
に谷

第だ
い
し
ろ
う

士
郎
議
員（
コ
モ
ン
ズ
）

石い
し
ば
し橋

佳よ
し
え枝

議
員（　
　
）

日
本
共
産
党

米
子
市
議
会

議　

員　

団
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っ
て
は
、
被
保
険
者
が
必
要
な
医
療

を
受
け
る
機
会
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
に
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
米
子
市
公
会
堂
の
耐
震
改
修
に
つ

い
て

○
ボ
ー
ト
ピ
ア
進
出
に
よ
る
市
民
へ

の
影
響
に
つ
い
て

■
議
員　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

か
わ
る
新
制
度
は
、
中
間
取
り
ま
と

め
案
に
よ
る
と
、
会
社
員
や
そ
の
扶

養
家
族
は
そ
の
被
用
者
保
険
に
加
入

さ
せ
、
そ
れ
以
外
の
高
齢
者
を
国
保

に
加
入
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

問
題
は
現
役
世
代
と
別
勘
定
に
さ
れ
、

給
付
費
増
に
応
じ
て
保
険
料
負
担
も

引
き
上
が
る
仕
組
み
で
あ
る
。
前
の

老
人
保
険
制
度
は
、
世
代
間
で
拠
出

金
を
出
し
合
い
、
高
齢
者
を
含
め
た

全
体
で
制
度
を
支
え
る
仕
組
み
で
あ

っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
制
度
に
戻
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
国
に
対
し
て
廃

止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

に
つ
い
て

■
市
長　

現
行
制
度
の
問
題
点
を
是

正
し
て
、
廃
止
と
同
時
に
移
行
す
る

方
が
混
乱
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。

現
行
制
度
を
廃
止
し
て
も
と
の
老
人

保
険
制
度
に
一
た
ん
戻
す
こ
と
を
国

に
求
め
る
考
え
は
な
い
。

■
議
員　

新
た
な
国
保
に
加
入
さ
せ

ら
れ
る
高
齢
者
は
別
勘
定
で
あ
り
、

こ
れ
を
残
し
た
ま
ま
で
は
、
高
齢
者

の
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

本
市
で
も
��
名
の
後
期
高
齢
者
に
短

期
証
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
新
制
度
が

実
施
さ
れ
る
と
、
今
以
上
に
保
険
料

が
上
が
り
、
短
期
証
の
高
齢
者
が
さ

ら
に
ふ
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

国
に
立
ち
向
か
っ
て
弱
者
を
守
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　

国
に
お
い
て
種
々
検
討
さ

れ
て
お
り
、
動
向
を
見
定
め
た
い
。

■
議
員　

公
立
保
育
所
の
民
営
化
は
、

保
育
に
対
す
る
公
的
責
任
の
放
棄
、

特
に
人
件
費
削
減
の
た
め
の
民
営
化

は
、
保
育
の
質
の
低
下
を
も
た
ら
す

等
の
理
由
で
反
対
で
あ
る
。
民
営
化

を
決
定
す
る
第
３
回
保
育
所
民
営
化

検
討
会
を
非
公
開
と
し
た
が
、
公
平
・

公
正
な
審
議
は
開
か
れ
た
場
で
こ
そ

保
障
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
密
室

で
な
い
と
意
見
が
言
え
な
い
な
ら
、

そ
れ
こ
そ
意
思
決
定
が
不
当
に
損
な

保
育
所
民
営
化
の
選
定
の
問
題

に
つ
い
て

わ
れ
、
市
民
の
間
に
混
乱
と
疑
い
を

生
じ
さ
せ
、
特
定
の
者
に
不
当
に
利

益
を
与
え
る
危
険
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
市
民
に
情
報
を
公
開
せ
ず
決

め
て
い
い
の
か
。
今
後
の
検
討
会
は

全
部
公
開
す
る
の
か
。

■
市
長　

審
議
会
等
の
公
開
・
非
公

開
の
決
定
は
、
米
子
市
審
議
会
等
会

議
公
開
指
針
に
よ
り
会
が
決
定
す
る
。

非
公
開
の
理
由
は
、
米
子
市
情
報
公

開
条
例
第
７
条
第
５
号
に
該
当
す
る

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

■
議
員　

非
公
開
の
理
由
と
し
て
、

圧
力
を
か
け
た
り
干
渉
し
た
り
す
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
こ

と
が
起
こ
る
は
ず
が
な
い
。
私
た
ち

市
民
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ

い
保
育
を
し
て
ほ
し
い
、
会
の
成
り

行
き
を
見
届
け
た
い
、
と
の
思
い
が

あ
る
。
公
開
し
た
こ
と
で
特
定
の
人

に
利
益
を
与
え
る
こ
と
は
起
こ
る
は

ず
が
な
い
。
ぜ
ひ
、
今
後
は
公
開
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

〇
よ
ど
え
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
の
設

置
に
つ
い
て

■
議
員　

公
会
堂
改
修
の
工
程
は
、

平
成
�3
年
度
に
設
計
、
平
成
��
年
度

春
に
工
事
完
了
し
開
館
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
改
修
は
、
価
格
だ
け

決
め
て
設
計
会
社
の
み
で
入
札
す
る

予
定
か
、
そ
れ
と
も
、
文
化
的
な
価

値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
技
術
面
の
公

募
を
し
、
コ
ン
ペ
（
※
よ
り
優
れ
た

設
計
案
の
選
定
）、建
設
会
社
も
含
め

た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
※
よ
り
優

れ
た
設
計
者
の
選
定
）
、
Ｊ
Ｖ
方
式

（
※
複
数
の
企
業
が
共
同
体
を
組
ん

で
事
業
を
行
う
方
式
）
等
を
す
る
予

定
は
あ
る
の
か
伺
う
。

■
建
設
部
長　

具
体
的
な
改
修
工
事

の
技
術
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
基

本
設
計
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
や
設

計
コ
ン
ペ
も
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る

が
、
仮
に
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
に
位
置
づ
け
て
社
会
資
本
総
合

交
付
金
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

計
画
期
間
内
に
供
用
開
始
す
る
必
要

も
あ
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

公
会
堂
の
存
廃
等
に
つ
い
て

い
な
い
。

■
議
員　

価
格
だ
け
決
め
て
入
札
し

業
者
に
丸
投
げ
し
て
し
ま
う
と
、
一

般
に
施
工
会
社
は
施
主
サ
イ
ド
に
立

つ
た
め
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
。
ま
た

中
央
業
者
の
見
積
も
り
が
と
ん
で
も

な
い
額
で
あ
っ
た
り
、
い
ざ
で
き
て

み
た
ら
価
値
を
損
ね
る
も
の
で
あ
っ

て
は
意
味
が
な
い
。
発
注
者
で
あ
る

市
が
、
基
本
的
な
大
方
針
を
持
ち
、

原
型
を
と
ど
め
、
提
案
に
幅
を
持
た

せ
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
時
間
が
制

約
さ
れ
て
い
る
中
で
は
あ
る
が
、
技

術
・
工
事
費
が
妥
当
な
コ
ン
ペ
方
式

の
Ｊ
Ｖ
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
検

討
、
ま
た
、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
の
第
３
者
機
関
で
あ
る
専
門
家

等
の
委
員
会
の
設
置
は
検
討
し
な
い

の
か
伺
う
。

■
建
設
部
長　

時
間
的
に
な
る
べ
く

早
く
市
民
の
皆
様
に
使
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
業
者
選
定
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ｖ
方
式
は
検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、

コ
ン
ペ
方
式
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
、

審
査
機
関
な
ど
時
間
の
か
か
る
方
法

は
考
え
て
い
な
い
。

■
議
員　

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
は
専

門
家
し
か
参
加
で
き
ず
、
そ
れ
を
評

価
す
る
側
も
相
当
な
能
力
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
ソ
フ
ト
面
で
あ
る

利
用
者
が
増
加
す
る
た
め
の
使
い
方
、

イ
ベ
ン
ト
、
企
画
等
に
つ
い
て
は
、

松ま
つ
も
と本

松ま
つ
こ子

議
員（　
　
）

日
本
共
産
党

米
子
市
議
会

議　

員　

団

山や
ま
か
わ川

智ち

ほ帆
議
員（
虹に
じ

）
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全
国
か
ら
公
募
す
る
コ
ン
ペ
に
関
し

て
は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
、
市
民
も

評
価
で
き
る
。
だ
れ
も
が
公
会
堂
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

■
教
育
長　

利
用
促
進
に
つ
い
て
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
利
用
者
団
体

や
広
く
市
民
と
協
力
で
き
る
よ
う
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
普
通
財
産
評
価
の
見
直
し
に
つ
い

て
○
企
業
誘
致
の
取
組
み
に
つ
い
て

■
議
員　

公
会
堂
問
題
が
本
市
の
問

題
と
な
り
、
そ
の
存
廃
に
つ
い
て
の

検
討
と
存
続
方
針
の
表
明
に
よ
っ
て

公
の
施
設
の
あ
り
方
の
今
後
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算
を
い

か
に
有
効
に
使
う
か
と
い
う
行
政
経

営
の
能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
施

設
の
設
置
状
況
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

公
の
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て

中な
か
だ田

利と
し
ゆ
き幸

議
員（
仁じ
ん

）

え
て
い
る
の
か
。

■
市
長　

公
の
施
設
の
あ
り
方
そ
の

も
の
が
経
常
収
支
比
率
に
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
。
施
設
を
取
り
巻

く
状
況
を
精
査
の
上
、
多
方
面
か
ら

の
検
討
に
基
づ
き
慎
重
に
判
断
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

■
議
員　

公
の
施
設
を
検
討
す
る
際
、

優
先
順
位
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

義
務
教
育
施
設
、
道
路
・
橋
り
ょ
う

等
必
ず
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
の
判

断
基
準
、
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■
総
務
部
長　

道
路
・
橋
り
ょ
う
、

学
校
施
設
、
防
災
施
設
な
ど
必
要
不

可
欠
な
施
設
は
、
優
先
的
に
維
持
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

■
議
員　

そ
の
場
そ
の
場
で
個
別
に

判
断
し
て
い
る
か
ら
そ
の
都
度
苦
労

し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
あ

り
方
検
討
報
告
書
の
そ
の
他
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
行
政
需
要
全
体
か
ら

見
た
優
先
順
位
で
判
断
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
副
市
長　

公
の
施
設
あ
り
方
検
討

報
告
書
で
は
施
設
を
３
つ
の
ラ
ン
ク

に
分
け
て
い
る
。
１
番
目
の
義
務
教

育
施
設
、
保
育
施
設
等
の
基
礎
的
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
施
設
に
つ
い
て
は
、

財
政
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
当
然
維
持

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
記

載
し
て
い
る
。
２
番
目
が
特
定
弱
者

の
支
援
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
福

祉
施
設
、
３
番
目
が
そ
の
他
の
施
設

で
あ
り
、
こ
れ
は
社
会
環
境
の
変
化

に
よ
り
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

そ
ろ
そ
ろ
こ
の
報
告
書
に
実
効
性
を

持
た
せ
て
い
く
と
い
う
考
え
で
お
り
、

今
後
、
よ
り
精
査
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

重
要
な
都
市
基
盤
施
設
の

整
備
計
画
を
財
政
計
画
と
あ
わ
せ
て

あ
ら
か
じ
め
策
定
し
、
そ
の
時
点
で

の
残
り
の
財
政
力
で
、
実
質
可
能
な

も
の
を
提
示
し
て
い
く
や
り
方
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

■
総
務
部
長　

都
市
基
盤
施
設
や
学

校
施
設
等
の
重
要
な
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
状
態
や
財
政
状

況
等
を
勘
案
し
た
上
で
実
施
時
期
、

内
容
に
つ
い
て
適
切
に
判
断
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

■
議
員　

今
後
の
公
の
施
設
の
あ
り

方
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
あ
り

方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
会

の
意
思
を
示
し
、
当
局
と
突
き
合
わ

せ
を
し
な
が
ら
、
大
き
な
問
題
と
し

て
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ぜ
ひ
、
考

え
方
の
方
針
を
ま
と
め
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

○
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

■
議
員　

公
会
堂
問
題
を
機
に
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
見
直

し
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。
公
会
堂

と
図
書
館
、
山
陰
歴
史
館
は
現
在
地

を
改
め
湊
山
球
場
地
に
集
中
移
転
新

築
、
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
機

能
も
統
合
、
公
会
堂
跡
地
と
旧
庁
舎

跡
地
は
民
間
投
資
を
活
用
し
売
却
、

現
図
書
館
は
、
美
術
館
の
付
属
施
設
、

外
郭
団
体
の
事
務
所
と
し
て
活
用
、

こ
の
結
果
、
将
来
の
財
政
負
担
は
軽

減
さ
れ
、
税
財
源
は
ふ
え
、
さ
ら
に
、

民
間
投
資
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
で

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
。
こ
の
提
案
を
ど
う
受
け
と
め
る

か
。

■
市
長　

公
会
堂
は
現
地
で
必
要
最

小
限
の
改
修
を
行
っ
て
い
く
。
図
書

館
は
他
の
施
設
と
文
化
ゾ
ー
ン
を
形

成
し
て
い
る
こ
と
や
ま
だ
ま
だ
使
用

に
耐
え
得
る
施
設
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
現
在
の
施
設
を
有
効
に
活
用
し

て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
議
員　

公
会
堂
は
、
昭
和
��
年
に

遠え
ん
ど
う藤　

通と
お
る議

員（　
　
）

一　

院

ク
ラ
ブ

公
会
堂
存
続
問
題
と
都
市
経
営

と
財
政
問
題
に
つ
い
て

10
億
円
、
今
回
1�
億
円
、
30
年
後
に

は
内
部
で
は
1�
億
円
か
か
る
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
�0
年
間
で
40
億
円
も

の
血
税
を
使
う
財
政
投
資
が
、
最
小

の
投
資
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
財

政
運
営
と
言
え
る
の
か
。
新
し
い
も

の
に
置
き
か
え
、
将
来
の
財
政
負
担

を
軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
市
長　

必
要
に
応
じ
て
点
検
・
補

修
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
長
く
使
用

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

１
９
９
１
年
1�
月
付
け
の

最
高
裁
判
所
の
民
事
裁
判
資
料
第
１

９
８
号
に
よ
る
と
、
年
間
地
代
は
固

定
資
産
税
の
２
倍
か
ら
３
倍
の
範
囲

内
で
あ
れ
ば
適
正
と
言
え
る
と
さ
れ

て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
２
倍
か

ら
３
倍
の
範
囲
内
で
は
争
い
は
起
き

な
い
が
、
３
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る

場
合
に
は
調
停
に
な
っ
て
い
く
要
素

が
あ
る
と
い
う
解
釈
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
本
市
の
実
態
か
ら
見
る
と
、

明
ら
か
に
当
事
者
間
の
話
合
い
の
域

を
超
え
て
、
調
停
に
持
ち
込
ん
で
適

正
な
契
約
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
客
観
的
事
実
が
存
在
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

■
市
長　

土
地
の
賃
借
は
、
あ
く
ま

で
地
権
者
と
借
主
が
合
意
し
て
契
約

す
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

借
地
料
問
題
と
市
政
運
営
に
つ

い
て
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賃
料
が
基
準
額
よ
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
状
況
を
是
正
す
る
た
め
不
動
産

鑑
定
士
が
出
し
た
継
続
賃
料
を
ベ
ー

ス
に
鋭
意
交
渉
を
続
け
て
い
る
。

■
議
員　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
談

合
事
件
で
米
子
市
に
1�
億
円
の
還
付

を
し
て
い
た
だ
い
た
弁
護
士
の
弁
護

料
は
裁
判
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
地

主
と
の
交
渉
は
調
停
に
持
ち
込
ま
な

い
の
か
見
解
を
伺
う
。

■
副
市
長　

借
地
料
に
対
す
る
減
額

請
求
権
に
つ
い
て
も
顧
問
弁
護
士
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
今
後
和
解
な

り
調
停
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

文
化
庁
は
「
三
の
丸
等
も

一
体
的
に
史
跡
指
定
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
く
、
湊
山
球
場
部
分
に
は
重

要
な
史
跡
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

り
、
国
史
跡
指
定
か
ら
除
外
で
き
な

い
」
な
ど
追
加
指
定
以
外
に
は
選
択

肢
が
な
い
と
い
う
強
い
意
見
で
あ
っ

た
。
米
子
城
跡
整
備
計
画
ど
お
り
国

中な
か
が
わ川

健け
ん
さ
く作

議
員（
市
民
派
）

米
子
城
跡
の
国
史
跡
指
定
拡
大

に
つ
い
て

史
跡
指
定
拡
大
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
見
解
を
伺
う
。

■
教
育
長　

教
育
委
員
会
と
し
て
の

役
割
は
文
化
財
保
護
と
考
え
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
文
化
庁
に

出
向
き
、
今
ま
で
の
経
過
、
現
状
の

説
明
を
し
た
上
で
考
え
を
聞
き
、
今

後
の
方
向
性
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

こ
の
２
年
間
、
米
子
城
跡

整
備
計
画
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
が
、

一
番
の
問
題
は
、
教
育
委
員
会
が
文

化
財
保
護
の
重
要
性
に
つ
い
て
市
長

に
伝
え
て
い
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

明
確
に
伝
え
て
き
た
の
か
。

■
教
育
長　

教
育
委
員
会
か
ら
は
積

極
的
に
意
見
は
伝
え
て
い
な
い
。

■
議
員　

「
文
化
庁
は
、
別
の
開
発

は
あ
り
得
な
い
と
い
う
解
釈
」、「
自

治
体
に
は
文
化
財
を
守
る
責
務
が
あ

る
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
と
り

か
ら
、
市
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

■
副
市
長　

教
育
委
員
会
が
再
度
文

化
庁
に
出
向
き
、
協
議
・
確
認
を
行

い
、
来
年
、
早
い
時
期
に
外
部
有
識

者
も
含
め
た
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

早
期
の
方
向
づ
け
を
図
り
た
い
。

■
議
員　

し
ゅ
ん
せ
つ
く
ぼ
地
の
埋

戻
し
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
中

海
の
水
質
は
、
流
入
負
荷
対
策
だ
け

で
な
く
、
湖
内
対
策
を
考
え
な
い
と

中
海
再
生
に
向
け
た
本
市
の
対

応
に
つ
い
て

改
善
に
結
び
つ
か
な
い
と
の
指
摘
と

独
立
し
た
く
ぼ
地
の
埋
戻
し
に
つ
い

て
提
案
が
あ
っ
た
。
し
ゅ
ん
せ
つ
く

ぼ
地
の
埋
戻
し
の
必
要
性
と
効
果
の

認
識
と
、
埋
戻
し
実
施
に
向
け
た
取

組
姿
勢
を
伺
う
。

■
市
長　

し
ゅ
ん
せ
つ
く
ぼ
地
の
埋

戻
し
が
中
海
の
水
質
改
善
を
進
め
る

上
で
有
効
な
手
法
で
あ
る
と
の
認
識

を
一
層
深
め
た
が
、
埋
戻
し
は
、
材

料
の
確
保
や
経
費
等
、
種
々
の
課
題

が
あ
る
。
今
後
は
、
国
等
に
埋
戻
し

を
含
め
、
さ
ら
な
る
水
質
浄
化
対
策

事
業
の
促
進
を
要
望
し
た
い
。

■
議
員　

斐
伊
川
河
川
整
備
計
画
で

米
子
湾
エ
リ
ア
は
４
・
１
㌖
浅
場
造

成
す
る
予
定
で
あ
る
。
た
だ
、
流
出

水
対
策
と
連
動
し
な
が
ら
効
果
が
期

待
で
き
る
所
か
ら
実
施
す
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
国
と
積
極
的
に
連
携
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
浅
場
造

成
効
果
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

■
環
境
政
策
局
長　

湖
底
の
泥
の
巻

き
上
が
り
の
抑
制
や
海
草
や
藻
な
ど

の
生
育
に
よ
り
水
質
改
善
に
効
果
が

あ
る
。
道
路
側
溝
の
清
掃
や
河
川
堤

防
の
除
草
な
ど
の
流
出
水
対
策
を
進

め
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
引
き
続
き
事

業
実
施
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

■
議
員　

行
革
が
進
ま
な
い
原
因
は
、

前
例
踏
襲
主
義
の
行
政
に
あ
り
、
行

政
職
員
が
立
案
し
た
事
業
の
趣
旨
、

目
的
な
ど
の
説
明
を
聞
い
て
い
る
限

り
、
反
論
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
切
り
込

む
に
は
、
事
業
ご
と
に
現
場
の
声
や

実
情
に
基
づ
き
、
必
要
性
や
本
来
あ

る
べ
き
姿
を
再
考
す
る
し
か
な
い
。

そ
れ
を
具
体
化
し
た
の
が
事
業
仕
分

け
で
あ
る
。
構
想
日
本
に
よ
る
益
田

市
の
事
業
仕
分
け
を
見
て
き
た
が
、

市
の
担
当
者
は
仕
分
け
人
、
判
定
人

か
ら
矛
盾
を
追
及
さ
れ
る
な
ど
厳
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
法
は
、

市
民
の
目
に
さ
ら
し
、
根
底
か
ら
考

え
、
そ
の
場
で
判
断
す
る
と
い
う
、

ま
ず
内
部
で
は
で
き
な
い
と
感
じ
た
。

財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
本
市
が
真

っ
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
行
政
事
業
仕
分

け
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺

う
。

■
市
長　

他
の
自
治
体
の
実
例
を
見

行
政
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

る
と
、
コ
ス
ト
面
だ
け
の
判
断
で
は

な
く
将
来
像
を
含
め
た
総
合
的
・
政

策
的
な
判
断
が
必
要
で
は
な
い
か
と

か
、
個
別
事
業
の
存
廃
を
一
部
の
評

価
者
の
短
時
間
の
議
論
の
み
で
判
断

す
る
こ
と
の
是
非
と
か
、
仕
分
け
結

果
を
ど
の
よ
う
に
予
算
に
反
映
す
べ

き
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
現
段
階
で
は
実
施

す
る
考
え
は
な
い
。

■
議
員　

⑴
現
在
、
市
長
は
松
江
市

と
の
定
住
自
立
圏
構
想
と
中
海
市
長

会
が
あ
い
ま
っ
て
西
の
方
ば
か
り
向

い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
今
後
、

中
海
圏
で
存
在
感
を
発
揮
し
、
松
江

市
や
出
雲
市
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
た

め
に
、
今
後
、
よ
り
一
層
県
西
部
の

市
町
村
と
人
事
交
流
、
共
同
の
施
策

の
実
施
な
ど
積
極
的
に
働
き
か
け
る

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

⑵
市
長
は
、
中
海
市
長
会
へ
の
出

雲
市
の
参
加
を
生
活
圏
の
違
い
と
言

わ
れ
た
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
松

江
市
や
安
来
市
と
の
定
住
自
立
圏
は

性
急
で
、
境
港
市
や
県
西
部
の
自
治

体
と
の
枠
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
。

■
市
長　

⑴
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
を
設
置
し
、
消
防
、
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
、
エ
コ
ス
ラ
グ
セ
ン
タ
ー
、

広
域
連
携
（
中
海
市
長
会
と
西

部
広
域
）
に
つ
い
て

国く
に
と
う頭　

靖や
す
し議

員
（　
　

）

よ
な
ご

会
議
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う
な
ば
ら
荘
、
し
尿
処
理
施
設
な
ど

の
設
置
・
運
営
、
二
次
救
急
医
療
体

制
で
あ
る
病
院
群
輪
番
制
や
小
児
救

急
医
療
に
参
加
し
て
い
る
救
急
医
療

施
設
へ
の
補
助
な
ど
を
共
同
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
の
事
務
局
に
対
し
て
既
に
９

名
の
職
員
を
派
遣
し
て
お
り
、
同
組

合
の
中
心
と
な
っ
て
共
同
処
理
事
務

を
行
っ
て
い
る
。

　

⑵
県
西
部
で
は
既
に
一
部
事
務
組

合
を
設
置
し
、
共
同
で
事
務
を
処
理

す
る
体
制
が
整
っ
て
い
た
た
め
、
新

た
に
定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
こ
と

と
は
し
な
か
っ
た
。

　

米
子
市
議
会
の
本
会
議
は
、
中
海

テ
レ
ビ
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
生
中
継

さ
れ
て
い
ま
す
。
再
放
送
は
、
本
会

議
当
日
の
午
後
７
時
か
ら
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
会
の
終
了
時
間
や
番
組

の
都
合
上
、
再
放
送
の
時
間
は
、
変

更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
中
海
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

【
12
月
14
日
開
催
】

・
大
崎
地
区
浅
場
造
成
事
業
に
関

す
る
情
報
交
換
会
に
つ
い
て

・
宍
道
湖
・
中
海
ア
オ
コ
発
生
に

係
る
対
策
会
議
に
つ
い
て

・
第
３
回
中
海
の
自
然
再
生
を
目

指
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

■
行
財
政
改
革
問
題
等
調
査
特
別
委

　

員
会

【
12
月
15
日
開
催
】

・
淀
江
支
所
の
あ
り
方
の
見
直
し

に
つ
い
て

■
都
市
機
能
整
備
問
題
等
調
査
特
別

　

委
員
会

【
12
月
16
日
開
催
】

・
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

■
議
員
定
数
・
議
会
改
革
等
調
査
特

　

別
委
員
会

【
12
月
17
日
開
催
】

・
議
員
定
数
問
題
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
追
加
の
議
決
事
件

に
つ
い
て

　
　
　
　

議
会
中
継
が
中
海
テ
レ
ビ
で
ご

ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

お
知
ら
せ

今
定
例
会
開
会
中
に
次
の
特
別

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２月��日(月) 本会議（開会、議案上程） 3月14日(月) 予算審査特別委員会

3月 ２日(水) 本会議（代表質問・蒼生会） 1�日(火) 総務企画委員会、予算審査特別委員会総務企画分科会

３日(木) 本会議（代表質問・蒼生会） 1�日(水) 市民福祉委員会、予算審査特別委員会市民福祉分科会

４日(金) 本会議（代表質問・よなご会議） 1�日(木) 経済教育委員会、予算審査特別委員会経済教育分科会

７日(月) 本会議（代表質問・公明党議員団） ��日(火) 建設水道委員会、予算審査特別委員会建設水道分科会

�日(水) 本会議（代表質問・日本共産党米子市議会議員団、各個質問） �4日(木) 予算審査特別委員会

10日(木) 本会議（各個質問、議案質疑、委員会付託） ��日(月) 本会議（付議案の処理、閉会）

３ 月 定 例 会 日 程

平成22年11月臨時会提出議案審議結果一覧表
番　　号 件　　　　　　名 付託委員会 結　　果

議案第93号 米子市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について 総務企画 原案可決 全会一致

議案第94号
米子市特別職の職員の給与に関する条例及び米子市教育委員
会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

総務企画 原案可決 全会一致

議案第95号 監査委員の選任について － 原案同意 全会一致

平成22年12月定例会提出議案等審議結果一覧表①
番　　号 件　　　　　　名 付託委員会 結　　果

議案第96号 米子市特別医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 市民福祉 原案可決 全会一致

議案第97号 米子市急患診療所条例を廃止する条例の制定について 市民福祉 原案可決 全会一致

議案第98号 米子市観光センター条例の一部を改正する条例の制定について 経済教育 原案可決 全会一致

議案第99号
米子市南公園墓地条例及び米子市淀江墓苑条例の一部を改
正する条例の制定について

建設水道 原案可決 全会一致
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平成22年12月定例会提出議案等審議結果一覧表②
番　　号 件　　　　　　名 付託委員会 結　　果

議案第100号 米子市錦海団地集会所条例を廃止する条例の制定について 建設水道 原案可決 全会一致

議案第101号 米子市汚水処理場条例の一部を改正する条例の制定について 建設水道 原案可決 全会一致

議案第102号 損害賠償の額の決定について 市民福祉 原案可決 全会一致

議案第103号 鳥取県西部広域行政管理組合の共同処理事務及び規約を変
更する協議について 総務企画 原案可決 全会一致

議案第104号 米子市と大山町との可燃ごみ焼却事務の委託に関する規約を
定める協議について 市民福祉 原案可決 全会一致

議案第105号 米子水鳥公園及び米子水鳥公園ネイチャーセンターの指定管
理者の指定について 市民福祉 原案可決 全会一致

議案第106号 米子市心身障害者福祉センター及び米子サン・アビリティーズ
の指定管理者の指定について 市民福祉 原案可決 全会一致

議案第107号 米子市福祉保健総合センターの指定管理者の指定について 市民福祉 原案可決 全会一致
議案第108号 米子市シルバーワークプラザの指定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致

議案第109号 米子市伯耆古代の丘公園、米子市淀江温浴施設及び米子市
淀江歴史民俗資料館の指定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致

議案第110号 米子市淀江農林産物直売施設の指定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致
議案第111号 米子市観光センターの指定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致
議案第112号 米子市児童文化センターの指定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致
議案第113号 米子市美術館の指定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致

議案第114号 米子市文化ホール、米子市淀江文化センター及び米子市公会
堂の指定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致

議案第115号 米子市立山陰歴史館の指定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致

議案第116号 米子市福市考古資料館及び米子市埋蔵文化財センターの指
定管理者の指定について 経済教育 原案可決 全会一致

議案第117号 米子市体育施設及び米子市都市公園の指定管理者の指定に
ついて 経済教育 原案可決 全会一致

議案第118号 米子市都市公園の指定管理者の指定について 建設水道 原案可決 全会一致
議案第119号 平成22年度米子市一般会計補正予算（補正第３回） 予算審査 原案可決 全会一致

議案第120号 平成22年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補
正第３回） 予算審査 原案可決 全会一致

議案第121号 平成22年度米子市下水道事業特別会計補正予算（補正第３回） 予算審査 原案可決 全会一致

議案第122号 平成22年度米子市農業集落排水事業特別会計補正予算（補
正第２回） 予算審査 原案可決 全会一致

議案第123号 平成22年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第
２回） 予算審査 原案可決 全会一致

議案第124号 平成22年度米子市後期高齢者医療特別会計補正予算（補正
第１回） 予算審査 原案可決 全会一致

議案第125号 平成22年度米子市水道事業会計補正予算（補正第１回） 予算審査 原案可決 全会一致

議案第126号 脳脊髄液減少症の診断・治療の確立を求める意見書の提出
について － 原案可決 全会一致

議案第127号 交通基本法制定を求める意見書の提出について － 原案可決 賛成多数

議案第128号 住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充を求める意
見書の提出について － 原案可決 賛成多数

議案第129号 島根原子力発電所の早急な耐震補強対策を求める意見書
の提出について － 原案可決 賛成多数

議案第130号 住民の安全・安心な暮らしを支える交通運輸行政の充実を
求める意見書の提出について － 原案可決 賛成多数

議案第131号 2011年度国家予算に関する意見書の提出について － 原案可決 全会一致
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案同意 全会一致
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継続審査となっていた議案の審議結果一覧表
番　　号 件　　　　　　名 付託委員会 結　　果

議案第79号 平成21年度米子市水道事業会計の決算認定について 決算審査 原案認定 全会一致

議案第80号 平成21年度米子市水道事業会計剰余金の処分について 決算審査 原案可決 全会一致

議案第81号 平成21年度米子市工業用水道事業会計の決算認定について 決算審査 原案認定 全会一致

議案第89号 平成21年度米子市一般会計等の決算認定について 決算審査 原案認定 賛成多数

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委　
員　
長　
　

伊
藤
ひ
ろ
え

副
委
員
長　
　

松
井　

義
夫

委　
　

員　
　

石
橋　

佳
枝

委　
　

員　
　

原　
　

紀
子

委　
　

員　
　

湯
浅　

敏
雄

※
委
員
長
、
副
委
員
長
以
外

は
五
十
音
順

議会に関してのお問い合わせは

米子市議会事務局
〒��3-����　米子市加茂町一丁目１

ＴＥＬ：（0���）3�-030�　ＦＡＸ：（0���）3�-�4�4
ＵＲＬ：http://www.yonago-city.jp/
 米子市ホームページの中の　米子市議会　をクリック
メール：gikai@yonago-city.jp

平成22年12月定例会受理陳情審議結果一覧表
番　　号 件　　　　　　名 付託委員会 結　　果

陳情第14号 2011年度国家予算編成において、教育予算拡充を求める陳情書 経済教育 採　　択 全会一致

陳情第15号 農業集落排水施設の使用料を当分据え置きを求める陳情 建設水道 取下承認 －

陳情第16号 「交通基本法」制定に関する陳情書 総務企画 採　　択 賛成多数

陳情第17号 環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）の参加に反対する
陳情書 経済教育 継続審査 －

陳情第18号 米子市の音楽文化保護に関する陳情書 経済教育 採　　択
全会一致
※採決時に
退席者あり

陳情第19号 「食料・農業・農村基本計画」に沿って、実効ある施策の推進
を求める陳情書 経済教育 継続審査 －

陳情第20号 住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充を求める陳情 総務企画 採　　択 賛成多数

陳情第21号 島根原子力発電所の早急な耐震補強対策を求める陳情書 総務企画 採　　択 賛成多数

陳情第22号 原子力に依存しないエネルギー政策への転換を求める陳情書 総務企画 不 採 択 賛成少数

陳情第23号 細菌性髄膜炎ワクチン（ヒブワクチン、七価ワクチン）の公費に
よる定期接種の早期実現を求める陳情書 市民福祉 趣旨採択 全会一致

陳情第24号 住民の安全・安心な暮らしを支える交通運輸行政の充実を求
める陳情書 総務企画 採　　択 賛成多数

継続審査となっていた陳情の審議結果一覧表
番　　号 件　　　　　　名 付託委員会 結　　果

陳情第７号 米子市公会堂の存続と早期改修を求める陳情 経済教育 採　　択
全会一致
※採決時に
退席者あり


